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歳入合計
257億6,900万円

歳出合計
257億6,900万円

消費的経費�58.9％
151億9,970万円

投資的経費�13.5％
34億6,763万円

その他�27.6％
71億167万円

消

費

的

経

費

そ

の

他

　
平
成
19
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
当
初
予
算
が
笛
吹
市
議
会
３
月
定
例
会

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、
２
５
７
億
６
９
０
０
万
円
で
、
旧
芦
川
村
を
加
え
た

前
年
度
に
比
べ
る
と
６
億
９
４
０
０
万
円
（
２
・
6
2
％
）
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
の
合
計
予
算
額
は
、
２
２
９
億
６
４
０
７
万
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
る
と
５
億
１
０
６
５
万
円
（
２
・
2
7
％
）
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市　税
34.6％

89億1,660万円

民生費
27.8％

71億5,935万円

総務費
15.5％

39億8,148万円土木費
13.5％

34億8,266万円

公債費
12.5％

32億1,849万円

教育費
9.7％�24億9,507万円

地方交付税
28.8％

74億1,000万円

市　債
11.9％

30億6,080万円

国庫支出金
7.3％�18億7,587万円

�県支出金
6.0％
15億4,273万円

�衛生費
7.3％
18億7,072万円

�農林水産業費
6.6％
17億479万円

�消防費
4.8％
12億4,580万円

�その他
2.3％
6億1,064万円

�その他
7.1％
18億5,707万円

�繰入金
3.0％
7億7,593万円

�地方譲与税
1.3％
3億3,000万円

性質別経費の状況（一般会計）特別会計・水道事業予算

投資的

経費

●
総
合
計
画
の
策
定

●
石
和
温
泉
駅
及
び
周
辺
整
備
事
業

●
地
域
づ
く
り
推
進
事
業

●
公
共
交
通
の
確
保

●
風
水
害
誌
の
作
成

●
行
政
評
価
推
進
事
業

●
財
政
健
全
化
の
推
進
と

　
連
結
財
務
諸
表
の
策
定

●
第
２
次
笛
吹
市
定
員
適
正
化

　
計
画
実
施
事
業

●
大
規
模
災
害
時
（
地
震
）
職
員
初
動

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
事
業

●
ご
み
減
量
化
推
進
事
業

●
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
推
進
事
業

●
廃
食
用
油
資
源
化
事
業

●
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
創
設

●
障
害
者
地
域
生
活
支
援
事
業

●
子
育
て
支
援
の
充
実

●
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

●
生
活
保
護
就
労
促
進
事
業

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実

●
健
康
づ
く
り
推
進
事
業

●
不
妊
治
療
費
支
援
事
業

●
介
護
給
付
費
適
正
化
事
業

●
農
業
振
興
指
導
体
制
検
討
事
業

●
農
業
基
盤
整
備
事
業

●
単
独
一
般
造
林
事
業

●
台
湾
・
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

●
観
光
連
盟
法
人
化
事
業

●
笛
吹
川
河
道
内
樹
木
の
伐
木
事
業

●
市
道
境
川
10
号
線
道
路
改
良
事
業

●
準
用
河
川
西
田
川
改
修
事
業

●
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定

●
都
市
計
画
基
礎
調
査

●
道
路
部
未
登
記
地
調
査
事
業

●
峡
東
都
市
計
画
事
業

　
石
和
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業

●
水
道
事
業
基
本
計
画
・
事
業
認
可
策
定
事
業

●
水
道
事
業
管
路
図
作
成
事
業

●
水
道
使
用
料
金
の
収
納
率
向
上
対
策

●
水
道
使
用
料
金
の
見
直
し

●
汚
水
処
理
施
設
整
備
交
付
金
事
業

●
市
単
独
指
導
主
事
設
置
事
業

●
一
宮
西
小
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
事
業

●
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

　
青
少
年
育
成
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
設
置
事
業

●
史
跡
甲
斐
国
分
寺
跡
・

　
国
分
尼
寺
跡
の
整
備
事
業

経
営
政
策
室

総
務
部

市
民
環
境
部

保
健
福
祉
部

産
業
観
光
部

建
設
部

公
営
企
業
部

教
育
委
員
会

その他
0.9％

2億4,157万円

人件費
19.3％

49億7,229万円

物件費
18.0％

46億4,133万円

扶助費
13.9％

35億8,232万円

補助費
7.8％

20億376万円

補助事業費
2.5％

6億5,706万円

単独事業費
11.0％

28億1,057万円

繰出金
14.1％

36億4,161万円

公債費
12.5％

32億1,849万円��国民健康保険� 7,708,441� 233,700� 3.13�

��老人保健� 5,942,572� △146,906� △2.41

��介護保険� 3,762,707� 62,391� 1.69�

��介護サービス� 20,163� △21,608� △51.73

��公共下水道� 4,446,836� 475,713� 11.98�

��農業集落排水� 87,571� 87,571� －

��簡易水道� 896,316� △175,635� △16.38

��温泉事業� 64,591� 478� 0.75�

� �財産区特別会計� 34,868� △5,051� △12.65

��収益勘定� 981,409� △37,014� △3.63

��資本勘定� 1,122,318� 459,344� 69.29�

　　　計� 25,067,792� 932,983� 3.87

（単位：千円）

会計名
本年度
予算額

前年度比較
増減額

増減率
（％）

特
別
会
計

水
道
事
業

会
　
　
計
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平
成
18
年
度
か
ら
平
成
22
年
度
を
目
標

に
生
活
系
可
燃
ご
み
53
%
減
量
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
ご
み
分
別
の

統
一
化
に
よ
り
、
分
別
排
出
制
度
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
市
民
要
望

の
多
い
分
別
品
目
の
排
出
回
数
の
見
直
し

を
行
う
と
と
も
に
、
組
成
割
合
の
高
い
生

ご
み
減
量
へ
の
取
り
組
み
が
課
題
と
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
18
年
度
に
廃
食
用
油
精
製

プ
ラ
ン
ト
を
整
備
し
、
市
内
の
学
校
給
食

な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
使
用
済
み
て
ん
ぷ

ら
油
を
収
集
、
B
D
F
︵
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
フ
ュ
ー
エ
ル
︶
と
し
て
再
生
し
、
燃

料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
取
り
組
み
を

始
め
ま
し
た
。
市
内
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
お

よ
び
一
般
家
庭
な
ど
の
廃
食
用
油
の
収
集

が
今
後
の
検
討
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ほ
か
、
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し

た
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置

に
対
す
る
補
助
制
度
も
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　　
こ
れ
ま
で
各
種
健
診
事
業
、
健
康
教
育
・

相
談
・
訪
問
事
業
な
ど
を
行
い
、
市
民
の

健
康
づ
く
り
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
度
か
ら
は
自
ら
の
健
康
は
自

ら
つ
く
り
、
管
理
す
る
と
い
う
考
え
方
に

基
づ
き
、
高
齢
者
が
高
齢
者
へ
体
操
を
指

導
す
る
シ
ル
バ
ー
体
操
指
導
員
の
養
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
度
の
修
了
者

は
自
主
的
に
﹁
笛
吹
ス
ト
レ
ッ
チ
ク
ラ
ブ
﹂

を
発
足
し
、
高
齢
者
介
護
予
防
事
業
﹁
や

っ
て
み
る
じ
ゃ
ん
﹂
に
お
い
て
指
導
者
と

し
て
活
躍
い
た
だ
く
予
定
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
公
営
温
泉
を
活
用
し
た
温
泉
活

用
健
康
づ
く
り
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
に
は
高
脂
血
症
疾
患
者
や
高
血
圧

疾
患
者
の
数
値
改
善
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
普
及
さ
せ
、

市
民
の
健
康
増
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が

課
題
で
す
。

　
学
童
保
育
室
を
児
童
館
な
ど
市
内
10
カ

所
に
設
置
し
、
放
課
後
留
守
家
庭
の
低
学

年
児
童
を
預
か
り
、
児
童
の
健
全
育
成
や

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
支
援
し
て
い
ま

す
。

　
児
童
館
に
つ
い
て
は
、
既
に
市
内
5
カ

所
に
設
置
済
み
で
あ
り
、
平
成
19
年
度
は

御
坂
地
区
に
学
童
保
育
室
お
よ
び
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
た
児
童
セ
ン
タ

ー
を
建
設
し
ま
す
。
未
設
置
の
地
域
へ
の

設
置
も
検
討
を
進
め
、
児
童
の
健
全
育
成

と
活
動
と
交
流
の
拠
点
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
を
社
会
全
体
で
支
え
て

い
く
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
19

年
度
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
保
育
所
に
お
い
て
は
、
延
長
保
育
の
拡

充
や
乳
児
、
障
害
児
の
受
け
入
れ
を
推
進

す
る
ほ
か
、
平
成
19
年
度
か
ら
公
立
4
保

育
所
に
お
い
て
も
一
時
保
育
事
業
を
実
施
、

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
も
進
め
な
が
ら
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら
に
充
実
し
て
い
く

こ
と
が
課
題
で
す
。

　
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、
給
付
か

ら
介
護
予
防
を
重
視
し
た
シ
ス
テ
ム
に
転

換
さ
れ
、
平
成
18
年
4
月
か
ら
直
営
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
高
齢

者
の
総
合
相
談
体
制
の
充
実
や
介
護
予
防

事
業
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
﹁
や

っ
て
み
る
じ
ゃ
ん
﹂
介
護
予
防
事
業
は
地

域
に
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
18
年
4
月
に
障
害
者
自
立
支
援
法

が
施
行
さ
れ
、
ど
の
種
類
の
障
害
者
も
共

通
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
地
域
に
お
い
て
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
し
な
が
ら

検
証
を
進
め
、
障
害
者
の
み
な
さ
ん
の
地

域
で
の
自
立
を
お
手
伝
い
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
新
し
い
笛
吹
市
の
地
域
福
祉
の

全
体
計
画
で
あ
る
地
域
福
祉
計
画
と
、
障

害
者
施
策
の
総
合
的
で
具
体
的
な
推
進
を

図
る
障
害
者
基
本
計
画
と
障
害
福
祉
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
地
域

に
お
け
る
福
祉
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
課

題
で
す
。

　
旧
石
和
保
健
所
は
、
県
か
ら
譲
渡
さ
れ
、

市
民
に
広
く
親
し
ま
れ
福
祉
の
拠
点
に
相

応
し
い
施
設
﹁
笛
吹
市
ふ
れ
あ
い
の
家
﹂

と
し
て
整
備
し
、
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　　
こ
れ
ま
で
災
害
に
対
す
る
備
え
と
し
て
、

笛
吹
市
地
域
防
災
計
画
や
笛
吹
市
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
作
成
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
、
的
確
な
初
動
体
制
を
と
る
た
め
の

綿
密
な
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
や
防
災

無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
を
計
画
的
に
進

め
、
よ
り
市
民
が
安
全
で
安
心
で
き
る
防

災
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
課
題
で
す
。

　
ま
た
、
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
の
導
入

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
の
た

め
の
取
り
組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。

　
6
町
村
の
合
併
に
よ
り
、
桃
・
ぶ
ど
う

の
栽
培
面
積
、
収
穫
・
出
荷
量
が
全
国
の

市
町
村
の
中
で
一
番
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
温
泉
な
ど
の
観
光
資
源
や
桃
の

花
ま
つ
り
、
温
泉
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
有
効
に
組
み
合
わ
せ
、
相
乗
的
な
効

果
を
得
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
18
年
4
月
に
は
笛
吹
市
観
光
連
盟

も
発
足
、
情
報
発
信
の
一
元
化
と
国
内
外

の
誘
客
を
進
め
る
こ
と
が
課
題
で
す
。



ま
た
、
農
産
物
の
笛
吹
ブ
ラ
ン
ド
の
確

立
や
地
産
地
消
の
推
進
、
優
良
農
地
の
保

全
や
遊
休
農
地
の
解
消
、
後
継
者
の
育
成

な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　
子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
の
移
動
手
段
の

利
便
性
や
安
全
性
を
高
め
る
た
め
に
、
合

併
前
か
ら
一
部
の
地
域
で
運
行
さ
れ
て
い

る
市
営
バ
ス
も
含
め
て
総
合
的
な
見
直
し

を
行
い
、
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
度
に

は
市
民
の
代
表
者
な
ど
に
よ
る
﹁
笛
吹
市

バ
ス
交
通
研
究
会
﹂
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
研
究
会
の
報
告
書
を
基
に
作

成
さ
れ
た
バ
ス
路
線
再
編
整
備
計
画
に
よ

り
実
証
実
験
を
行
い
、
本
格
運
用
に
向
け

て
そ
の
効
果
の
検
証
を
行
い
ま
す
。

　　
笛
吹
市
と
し
て
広
域
的
で
一
体
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、
計
画
的
な
土

地
利
用
が
必
要
で
す
。
優
良
農
地
を
保
全

し
な
が
ら
、
山
梨
リ
ニ
ア
実
験
線
や
新
山

梨
環
状
道
路
の
整
備
な
ど
国
、
県
の
事
業

計
画
も
勘
案
し
、
今
後
の
土
地
利
用
の
指

針
を
定
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
18
年
度
か
ら
﹁
笛
吹
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
﹂
の
策
定
に
向
け
た
取

り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
と
土
地
利
用
の
指
針
と
し
て
平
成
20

年
度
の
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
合
併
前
か
ら
石
和
温
泉
駅
前
の

土
地
区
画
整
理
事
業
を
継
続
し
て
進
め
て

い
ま
す
が
、
鉄
道
に
よ
る
市
の
玄
関
口
で

あ
る
石
和
温
泉
駅
舎
と
そ
の
周
辺
整
備
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
幹
線
道
路
で
あ
る
御
坂
地
内
の
大
久
保

中
道
線
が
完
成
し
、
一
宮
地
内
の
市
道
新

巻
塩
田
金
沢
線
、
境
川
地
内
の
広
域
農
道

な
ど
継
続
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
継
続
事
業
の
早
期
完
成
を
目

指
し
市
道
石
和
8
号
線
な
ど
の
幹
線
道
路
、

地
域
内
の
生
活
道
路
の
計
画
的
な
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
国
県
道
の
整
備
促
進

の
た
め
に
関
係
機
関
へ
働
き
か
け
ま
す
。

　
安
全
で
お
い
し
い
水
道
水
を
安
定
的
に

供
給
す
る
た
め
に
、
平
成
18
・
19
年
度
で

基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
て
お
り
、
水
道

料
金
に
つ
い
て
は
、
境
川
、
芦
川
地
域
を

除
い
て
平
成
20
年
度
に
統
一
す
る
計
画
で
す
。

　
ま
た
、
平
成
20
年
4
月
に
は
琴
川
ダ
ム

か
ら
水
道
用
水
が
石
和
、
一
宮
、
春
日
居

地
域
に
供
給
さ
れ
る
予
定
で
施
設
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
は
、
平
成
18
年
度
に
下
水
道
計

画
の
見
直
し
を
行
い
、
良
好
な
住
環
境
を

守
る
た
め
に
供
用
地
区
の
拡
大
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
平
成
16
年
10
月
12
日
の
6
町
村
合
併
か
ら
2
年
半
。
そ
の
間
、
平
成
18
年
8
月
1

日
に
は
芦
川
村
と
の
合
併
も
あ
り
ま
し
た
。

　
に
ぎ
わ
い
・
や
す
ら
ぎ
・
き
ら
め
き
﹁
躍
動
す
る
ふ
れ
あ
い
文
化
都
市
﹂
を
目
指

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
笛
吹
市
、
現
在
10
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
﹁
第
1
次
笛
吹
市

総
合
計
画
﹂
の
策
定
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
合
併
か
ら
こ
れ
ま
で
の
主
な
取
り
組
み
と
そ
の
課
題
に
つ
い
て
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
み
ま
し
た
。

桃の受粉作業

高齢者ふれあいサロン
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■
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は
貸
借
対
照
表
と

も
い
い
、
市
の
財
政
状
況
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
決
算
時
に
お
い
て
保
有
す
る
土

地
・
建
物
な
ど
の
﹁
資
産
﹂
と
借
入
金
な

ど
の
﹁
負
債
﹂
の
す
べ
て
を
表
示
し
た
報

告
書
で
す
。

　
ま
た
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
年
度
末
に

お
け
る
学
校
、
道
路
な
ど
の
資
産
︵
市
民

の
財
産
︶
と
、
こ
れ
ら
の
建
設
の
た
め
に

必
要
と
な
っ
た
資
金
を
比
較
し
て
、
市
全

体
の
資
産
価
値
や
負
債
内
容
を
分
か
り
や

す
く
表
し
て
い
て
、
負
債
と
正
味
資
産
は

資
金
が
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
を
、
資
産
は

そ
の
資
金
を
何
に
使
っ
た
の
か
を
示
し
て

い
ま
す
。

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
構
造
は
、
左
側
が

資
産
︵
借
方
︶
、
右
側
が
負
債
と
正
味
資

産
︵
貸
方
︶
と
な
っ
て
お
り
、
資
産
は
負

債
と
正
味
資
産
の
合
計
額
と
一
致
︵
バ
ラ

ン
ス
︶
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
総
務

省
か
ら
示
さ
れ
た
方
式
で
作
成
し
ま
し
た
。

■
借
方
⋯
資
産
の
部

○
有
形
固
定
資
産

　
1
0
0
8
億
7
8
1
2
万
5
千
円

　
市
が
保
有
す
る
財
産
の
状
況
で
す
。
市

は
公
共
施
設
や
道
路
な
ど
の
有
形
固
定
資

産
を
多
く
保
有
し
て
い
ま
す
。
行
政
目
的

別
に
内
訳
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ど
の
よ
う
な
分
野
に
ど
れ
だ
け
の
資
産
が

あ
る
の
か
が
わ
か
り
ま
す
。
例
え
ば
、
﹁
土

木
﹂
で
あ
れ
ば
市
道
や
公
営
住
宅
な
ど
、

﹁
教
育
﹂
で
あ
れ
ば
小
中
学
校
や
社
会
教

育
・
体
育
施
設
な
ど
項
目
別
の
資
産
の
内

訳
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
投
資
等

　
1
0
1
億
8
1
0
1
万
円

　
市
か
ら
水
道
事
業
な
ど
へ
の
出
資
額
を

表
す
﹁
投
資
及
び
出
資
金
﹂
、
産
業
育
成

な
ど
の
目
的
で
行
っ
た
融
資
残
高
を
表
す

﹁
貸
付
金
﹂
、
将
来
の
施
設
建
設
な
ど
特

定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て
た
貯
金
な

ど
を
表
す
﹁
基
金
﹂
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
﹁
退
職
手
当
組
合
積
立
金
﹂
は
、

職
員
へ
の
退
職
金
支
給
の
た
め
に
総
合
事

務
組
合
に
積
み
立
て
て
あ
る
年
度
末
時
点

の
残
高
で
す
。

○
流
動
資
産

　
63
億
8
9
5
2
万
3
千
円

　
年
度
間
収
支
の
調
整
の
た
め
に
積
み
立

て
ら
れ
て
い
る
﹁
財
政
調
整
基
金
﹂
、
将

来
の
借
入
金
返
済
の
た
め
に
積
み
立
て
ら

れ
て
い
る
﹁
減
債
基
金
﹂
、
年
度
末
の
現

金
残
高
を
表
す
﹁
歳
計
現
金
﹂
、
そ
し
て

税
金
な
ど
の
未
収
額
を
表
す
﹁
未
収
金
﹂

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
貸
方
⋯
負
債
の
部
・
正
味
資
産
の
部

︵
基
本
的
に
資
産
を
取
得
す
る
た
め
の
資
金
︶

○
固
定
負
債

　
3
3
0
億
9
6
5
9
万
7
千
円

○
流
動
負
債

　
22
億
4
1
9
7
万
3
千
円

　
﹁
地
方
債
﹂
は
市
の
借
入
金
で
、
翌
々

年
度
以
降
の
返
済
予
定
額
で
す
。
翌
年
度

の
返
済
予
定
額
は
流
動
負
債
の
﹁
翌
年
度

償
還
予
定
額
﹂
と
し
て
表
し
て
い
ま
す
。

﹁
退
職
給
与
引
当
金
﹂
に
は
、
年
度
末
に

お
い
て
仮
に
全
職
員
が
退
職
し
た
場
合
に

必
要
な
退
職
金
の
総
額
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。

○
国
庫
支
出
金

　
91
億
1
7
3
5
万
8
千
円

○
都
道
府
県
支
出
金

　
60
億
7
1
8
7
万
円

○
一
般
財
源
等

　
6
6
9
億
2
0
8
6
万
円

　
資
産
か
ら
負
債
を
差
し
引
い
た
額
で
、

資
産
の
財
源
内
訳
と
し
て
、
過
去
の
国
か

ら
の
補
助
金
・
県
か
ら
の
補
助
金
、
そ
し

て
こ
れ
ま
で
の
住
民
が
負
担
し
て
き
た
税

金
な
ど︵
一
般
財
源
等
︶を
表
し
て
い
ま
す
。

　
ス
コ
レ
ー
大
学
を
ベ
ー
ス
に
7
町
村

が
実
施
し
て
い
た
学
習
講
座
を
統
合
、

全
市
域
に
拡
大
し
年
間
百
講
座
以
上
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
講
座
の
柱
に
自
主

学
習
グ
ル
ー
プ
の
育
成
を
掲
げ
、
毎
年

約
20
の
受
講
者
グ
ル
ー
プ
が
講
座
終
了

後
も
学
習
活
動
を
自
主
的
に
続
け
て
い

ま
す
。

　
図
書
館
で
は
シ
ス
テ
ム
を
平
成
17
年

度
か
ら
導
入
し
、
市
内
全
図
書
館
の
蔵

書
情
報
管
理
を
行
い
資
料
の
管
理
や
貸

出
、
返
却
、
予
約
な
ど
の
業
務
を
一
元

化
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
利
用
が
便

利
に
な
り
、
貸
出
総
数
は
平
成
16
年
度

に
は
約
47
万
点
で
し
た
が
、
平
成
18
年

度
は
60
万
点
を
超
え
る
程
に
な
り
、
保

有
す
る
資
料
点
数
も
約
32
万
点
か
ら
約

37
万
点
へ
と
増
加
し
ま
し
た
。
今
後
も

資
料
の
充
実
を
進
め
る
と
と
も
に
、
利

用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　
市
内
の
各
校
に
市
単
独
の
予
算
で
講

師
を
配
置
し
、
確
か
な
学
力
の
定
着
と

豊
か
な
心
を
育
て
る
た
め
、
き
め
細
か

な
指
導
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

教
育
委
員
会
に
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、

教
育
相
談
員
、
情
報
教
育
指
導
員
を
配

置
し
、
学
校
教
育
の
向
上
の
た
め
各
校

の
支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
小
学
校
3
・
4
年
生
の
社
会
科
は
地

域
の
様
子
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
が
、

そ
の
た
め
の
副
読
本
も
編
集
委
員
会
を

立
ち
上
げ
2
年
間
の
取
り
組
み
の
中
で

完
成
し
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
度
は
、
指
導
主
事
の
配
置

が
決
ま
り
、
い
よ
い
よ
﹁
笛
吹
教
育
﹂

の
実
現
に
向
け
ス
タ
ー
ト
が
き
ら
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
笛
吹
市
に
は
、
多
様
で
貴
重
な
歴
史

的
・
文
化
的
資
源
が
数
多
く
存
在
し
て

い
ま
す
。
古
代
甲
斐
国
成
立
期
か
ら

1
5
1
9
年
の
武
田
館
甲

府
移
転
ま
で
の
約
千
年
間
、

甲
斐
国
の
中
心
で
あ
り
続

け
た
地
域
で
あ
り
、
こ
の

こ
と
は
、
合
併
に
よ
り
初

め
て
言
え
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
す
。

　
古
代
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る

郷
と
し
て
、
歴
史
的
・
文

化
的
遺
産
を
大
切
な
地
域

資
源
と
し
て
保
存
、
整
備
、

継
承
し
て
い
く
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
を
効
果
的
に
活
用

し
た
ま
ち
づ
く
り
が
課
題

と
な
り
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
行
財
政
改
革

を
進
め
る
と
と
も
に
市
民
の
皆
さ
ん
と
情

報
を
共
有
し
、
対
話
の
機
会
な
ど
を
設
け
、

市
民
と
行
政
が
共
に
考
え
取
り
組
ん
で
い

く
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
市
政
ク
イ
ッ
ク
ア
ン
サ
ー

制
度
に
よ
る
市
長
へ
の
手
紙
の
創
設
や
市

民
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
こ
ど
も
議
会
、
女
性

議
会
を
開
催
す
る
な
ど
取
り
組
み
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
度
か
ら
は
、
市
民
活
動
支

援
課
を
新
設
し
、
今
後
さ
ら
に
市
民
と

の
情
報
の
共
有
化
や
市
民
参
画
を
促
進

さ
せ
、
市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
課

題
と
な
り
ま
す
。

　　
平
成
17
年
度
に
策
定
し
た
﹁
第
1
次
笛

吹
市
行
財
政
改
革
大
綱
﹂
を
基
に
、
組
織

の
再
編
、
民
間
委
託
、
事
務
の
I
T
化
な

ど
に
よ
る
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
体
制
を

つ
く
る
た
め
に
職
員
数
の
適
正
化
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
視
点
に
立
っ
た
質
の
高

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
た
事

務
事
業
評
価
の
導
入
や
財
政
の
健
全
化
の

た
め
財
務
諸
表
を
導
入
す
る
な
ど
、
行
政

運
営
か
ら
行
政
資
源
を
効
果
的
に
活
用
す

る
﹁
行
政
経
営
﹂
へ
転
換
し
て
い
く
こ
と

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市の木・花・鳥を選定したこども議会

市民劇団の子どもたち



　住民基本台帳カード（住基カード）を持っていれば、
住民票の写しの広域交付や証明書自動交付機を利
用して、住民票の写しや印鑑登録証明書の取得な
どのサービスを受けることができます。
　平成２０年３月３１日までの間は、カードを無
料（通常は５００円）で発行しますので、ぜひこ
の機会につくりませんか。
　なお、利用する際にはあらかじめ利用者登録が
必要です。

　
笛
吹
市
と
甲
州
市
で
は
、
６
月
１
日
か
ら
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
住
民
票

の
写
し
及
び
印
鑑
登
録
証
明
書
の
自
動
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
。
自
動
交
付
機
は
、
笛
吹

市
内
に
７
カ
所
、
甲
州
市
に
１
カ
所
の
合
計
８
台
設
置
し
ま
す
。

　
現
状
で
は
、
窓
口
で
の
申
請
に
よ
り
住
民
票
の
写
し
と
印
鑑
登
録
証
明
書
を
交
付
し
て
い

ま
し
た
が
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
利
用
サ
ー
ビ
ス
申
請
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、
笛
吹
市
と
甲
州
市
の
自
動
交
付
機
か
ら
証
明
書
が
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
図
書
館
な
ど
に
自
動
交
付
機
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
土
・
日
曜
日
︵
年
末
年

始
を
除
く
︶
で
も
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登
録
証
明
書
が
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、
全
国
共
通
の
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
証
明
書
自
動
交
付
機
に

よ
る
笛
吹
市
及
び
甲
州
市
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

笛
吹
市
独
自
サ
ー
ビ
ス

　
証
明
書
自
動
交
付
機
に
よ
り
、
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登
録
証
明
書
を
取
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

①
住
民
票
の
写
し
交
付

　
○
本
人
票
、
世
帯
票

　
︵
本
人
以
外
で
も
同
一
世
帯
の
方
で
あ
れ
ば
住
民
票
の
写
し
が
取
得
で
き
ま
す
︶

　
○
交
付
手
数
料
　
１
０
０
円
︵
窓
口
交
付
の
場
合
は
３
０
０
円
︶

②
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

　
○
本
人
の
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

　
○
交
付
手
数
料
　
１
０
０
円
︵
窓
口
交
付
の
場
合
は
３
０
０
円
︶

※
印
鑑
登
録
が
お
済
み
で
な
い
方
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
窓
口
交
付
で
使
用
し
て
い
る
﹁
笛
吹
市
印
鑑
登
録
証
﹂
は
自
動
交
付
機
で
の
使
用
は

で
き
ま
せ
ん
。

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
へ
印
鑑
登
録
証
明
書
の
利
用
登
録
を
済
ま
せ
て
い
て
も
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
よ
る
窓
口
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

全
国
共
通
サ
ー
ビ
ス

　
カ
ー
ド
は
顔
写
真
つ
き
と
顔
写
真
な
し
の
２
種
類
で
、
ど
ち
ら
か
を
選
べ
ま
す
。
顔
写

真
つ
き
の
カ
ー
ド
な
ら
公
的
な
身
分
証
明
書
に
な
り
、
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持

っ
て
い
な
い
方
に
は
大
変
便
利
で
す
。

　
ま
た
、
全
国
の
市
区
町
村
︵
一
部
は
除
く
︶
で
も
、
住
民
票
の
写
し
が
取
得
で
き
ま
す
。

　
自
動
交
付
機
を
利
用
す
る
場
合
は
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
作
成
と
利
用
者
登
録
が
必

要
で
す
。

①
カ
ー
ド
作
成
の
申
請
は
、
市
役
所
本
庁
及
び
支
所
で
可
能
で
す
が
受
取
り
は
本
庁
の
み

と
な
り
ま
す
。
︵
カ
ー
ド
は
即
日
交
付
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︶

②
利
用
者
登
録
は
本
庁
の
み
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。
︵
本
人
申
請
の
み
と
な
り
ま
す
。

本
人
が
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
と
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
︶

　
平
成
19
年
６
月
１
日
か
ら
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

の
新
規
発
行
手
数
料
が
無
料
と
な
り
ま
す
。



な
お
、
再
発
行
の
場
合
は
手
数
料
５
０
０
円
が
必
要
で
す
。

笛吹市役所　本庁舎

※土曜日閉庁

笛吹市役所　八代支所

※土・日曜日閉庁


笛吹市役所　境川支所

※土・日曜日閉庁


石和図書館（スコレーセンター内）

※月曜日休館


御坂図書館（学びの杜みさか内）

※水曜日休館


一宮図書館（桃の里ふれあい文化館内）

※月曜日休館


春日居ふるさと図書館（あぐり情報ステーション内）

※月曜日休館


甲州市役所　本庁舎

※土・日曜日閉庁

※水曜日が休日の場合は翌平日の実施

利用時間設置場所

開庁日：午前８時３０分〜午後５時

開館日：午前１０時〜午後４時

開庁日：午前８時３０分〜午後５時３０分

水曜日：午前８時３０分〜午後７時３０分

市
民
環
境
部
　
戸
籍
住
民
課

　
☎
０
５
５
︱
２
６
２
︱
４
１
１
１
︵
内
線
１
１
３
・
１
１
４
︶

ま
た
は
各
支
所
住
民
課
へ

●
住
基
カ
ー
ド
に
関
す
る
問
合
せ
先

設置される自動交付機
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４
月
３
日
、
甲
府
市
と
峡
東
地
区
３
市

︵
笛
吹
市
・
山
梨
市
・
甲
州
市
︶
で
構
成

す
る
甲
府
・
峡
東
ご
み
処
理
施
設
組
合
の

事
務
所
を
笛
吹
市
役
所
境
川
支
所
内
に
開

設
し
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
４
市
の
関
係
者
や
、
建
設
予
定

地
で
あ
る
境
川
町
上
寺
尾
地
区
の
住
民
代

表
な
ど
出
席
。
４
市
長
ら
が
事
務
所
の
入

口
に
名
板
を
掲
げ
ま

し
た
。

　
同
組
合
は
２
月
に

発
足
し
３
月
ま
で
は

甲
府
市
環
境
セ
ン
タ

ー
内
に
事
務
所
を
設

置
し
て
準
備
を
進
め

て
い
ま
し
た
が
、
今

年
度
か
ら
本
格
的
に

建
設
の
準
備
の
た
め

建
設
予
定
地
に
近
い

場
所
に
移
転
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
建
設
さ
れ
る
施
設

は
４
市
の
一
般
廃
棄

物
の
処
理
が
目
的
で
、

１
日
約
４
２
０
ト
ン

を
処
理
す
る
広
域
ご

み
処
理
施
設
と
し
て
、

平
成
27
年
４
月
の
稼

動
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
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事務所の名板を掲げる荻野市長（左）ら関係者

■
期
間

　
平
成
19
年
５
月
７
日
︵
月
︶
〜
６
月
６
日
︵
水
︶
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。

■
場
所

○
甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み
処
理
施
設
事
務
組
合
事
務
所
︵
笛
吹
市
役
所
境
川
支

所
２
階
︶

○
甲
府
・
笛
吹
・
山
梨
・
甲
州
市
役
所
本
庁
舎

○
甲
府
市
役
所
中
道
支
所

○
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー

■
事
業
の
名
称
　
︵
仮
称
︶
甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業

■
事
業
者

　
笛
吹
市
境
川
町
藤
垈
２
６
０
０
番
地

　
甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み
処
理
施
設
事
務
組
合
　
管
理
者
　
宮
島
雅
展

■
事
業
の
種
類

　
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
︵
ご
み
処
理
施
設
の
設
置
︶

■
事
業
実
施
区
域
　
笛
吹
市
境
川
町
寺
尾
地
内

■
環
境
影
響
を
受
け
る
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域

　
笛
吹
市
、
甲
府
市

■
意
見
書
の
提
出

　
方
法
書
に
つ
い
て
環
境
保
全
の
見
知
か
ら
の
ご
意
見
を
お
持
ち
の
方
は
、
書

面
に
住
所
、
氏
名
︵
法
人
そ
の
他
の
団
体
の
場
合
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
氏

名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
︶
及
び
方
法
書
の
名
称
、
意
見
︵
理
由
を
含

む
︶
を
ご
記
入
の
う
え
平
成
19
年
６
月
20
日
︵
水
︶
︵
当
日
消
印
有
効
︶
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。︵
郵
送
可
︶

■
意
見
書
の
提
出
先

　
〒
４
０
６
︱
０
８
５
３
　
笛
吹
市
境
川
町
藤
垈
２
６
０
０
番
地

　
笛
吹
市
役
所
境
川
支
所
２
階
　
甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み
処
理
施
設
事
務
組
合

　
☎
０
５
５
︱
２
６
６
︱
７
７
４
４

※
方
法
書
の
縦
覧
に
つ
い
て
は
、
縦
覧
開
始
日
の
新
聞
︵
日
刊
紙
複
数
社
︶
に

公
告
文
を
掲
載
し
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
も
情
報
を
掲
載

す
る
予
定
で
す
。

共用開始となった鵜飼橋松本線（市部本通側から望む）

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
社
会
科
副
読
本

﹁
わ
た
し
た
ち
の
笛
吹
市
﹂
を
刊
行
し
ま

し
た
。

　
こ
の
副
読
本
は
、
学
校
教
員
の
協
力
の

も
と
編
集
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
2
年
間

か
け
て
編
集
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
小
学
校
社
会
科
の
授
業

で
こ
の
副
読
本
を
活
用
し
、
子
ど
も
た
ち

が
﹁
ふ
る
さ
と
笛
吹
市
﹂
を
学
ん
で
い
き

ま
す
。

　
3
月
27
日
、
緊
急
街
路
整
備
事
業
と
し

て
進
め
て
い
た
鵜
飼
橋
松
本
線
が
開
通
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
石
和
市
部
本
通
り
が
工
事
全

体
の
75
%
が
完
成
し
た
こ
と
を
機
に
、﹁
人

に
や
さ
し
い
防
災
に
強
い
道
づ
く
り
﹂
を

目
指
し
て
平
成
15
年
度
か
ら
県
事
業
と
し

て
進
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

　
総
事
業
費
︵
道
路
部
分
︶
は
、
10
億
8

千
万
円
、
施
工
延
長
1
8
0
メ
ー
ト
ル
、

車
道
幅
員
10
メ
ー
ト
ル
、
歩
道
幅
員
3
・

5
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
開
通
に
伴
い
、
旧
道
は
生
活
関
連

道
路
と
な
り
ま
し
た
。

　
︵
財
︶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の

普
及
広
報
事
業
と
し
て
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
事
業
の
助
成
金
を
受
け
て
、
平
成

18
年
度
で
は
一
宮
町
市
之
蔵
区
、
御
坂
町

栗
合
区
、
一
宮
町
中
尾
区
で
屋
外
放
送
施

設
の
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
も
宝
く
じ
は
役

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

1．子どもと高齢者の交通事故防止
2．飲酒運転等の根絶
3．自転車の安全利用の推進
4．後部座席を含むシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

　この運動は、広く市民に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルールの理解と交通マナーの実践を習慣付ける
ことを目的に実施されます。
　このため、運動期間中は市内各所で交通安全関係団体等による啓発活動・交通安全街頭指導所が実施されます。
　「思いやり・ゆずり合いの心」を持ち、家族・地域・職場から交通事故の犠牲者を出さないよう、交通事故防止
に努めましょう。

■問合せ先■　市民環境部
市民活動支援課　０５５ー２６２ー４１１１（内線１１６）

刊行した副読本



　　
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
に
対
し
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
等
で
通
所
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
要
介
護
状
態

に
な
ら
な
い
た
め
の
予
防
を
図
り
ま
す
。

◎
対
象
者
　
介
護
保
険
制
度
で
自
立
判
定

の
方
又
は
60
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
等
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と

思
わ
れ
る
方
。

◎
負
担
金
　
１
日
３
０
０
円
（
生
活
保
護

世
帯
・
市
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯
に

属
す
る
方
は
免
除
有
り
。
食
事
費
・
入

浴
代
別
途
個
人
負
担
有
り
。
）

◎
利
用
期
間
　
週
３
回
ま
で
利
用
可

　
ヘ
ル
パ
ー
等
を
派
遣
し
、
掃
除
、
洗
濯
、

食
事
、
食
材
の
確
保
、
生
活
指
導
等
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

◎
対
象
者
　
介
護
保
険
制
度
で
自
立
判

定
の
方
及
び
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
等
で
生
活
援
助
が
必
要
な
方
。

◎
負
担
金
　
１
時
間
３
０
０
円
（
生
活
保

護
世
帯
・
市
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯

に
属
す
る
方
は
、
免
除
有
り
。
）

◎
利
用
期
間
　
週
２
回
以
内
（
１
回
１
時

間
）
月
９
時
間
以
内
で
調
整
。

　　
粗
大
ゴ
ミ
等
の
搬
出
等
を
お
手
伝
い

し
、
在
宅
で
の
日
常
生
活
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

◎
対
象
者
　
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
等
の
方

で
日
常
生
活
の
援
助
が
必
要
な
方
。

◎
負
担
金
　
利
用
料
の
１
割
（
１
時
間

１
２
０
円
〜
１
７
０
円
程
度
）
（
生
活

保
護
世
帯
・
市
民
税
所
得
割
非
課
税
世

帯
に
属
す
る
方
は
免
除
制
度
有
り
。
）

◎
利
用
期
間
　
随
時
。
１
回
４
時
間
以
内

で
年
６
回
以
内

　
寝
た
き
り
の
高
齢
者
等
を
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
場
合
で
、
介
護
者
が
病
気
等
に

よ
り
一
時
的
に
介
護
で
き
な
い
場
合
、
介

護
老
人
福
祉
施
設
等
に
３
カ
月
程
度
入
所

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
在
宅
で
の
介
護
継
続

を
支
援
し
ま
す
。

◎
対
象
者
　
介
護
保
険
制
度
で
の
要
介
護

認
定
者
（
要
介
護
３
・
４
・
５
）
、
寝

た
き
り
度
Ｂ
Ｃ
の
65
歳
以
上
、
認
知
症

判
定
者
。

◎
負
担
金
　
１
日
１
０
０
０
円
（
食
費
・

差
額
室
料
別
途
個
人
負
担
有
り
。
）

◎
利
用
期
間
　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
短
期

入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
を
含
み
92

日
以
内
。

　
食
の
確
保
が
困
難
な
在
宅
の
高
齢
者
に

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
自
立
生
活
の
支
援

と
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

◎
対
象
者
　
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
等
で
あ

っ
て
必
要
と
さ
れ
た
方
。

◎
負
担
金
　
１
食
（
一
般
弁
当
４
０
０
円
・

お
か
ず
の
み
の
一
般
弁
当
３
５
０
円
・

減
塩
食
弁
当
５
３
０
円
・
減
塩
お
か
ず

の
み
の
弁
当
４
８
０
円
）

生
活
保
護
世
帯
、
市
民
税
所
得
割
非

課
税
世
帯
に
属
す
る
方
は
、
１
食
（
一

般
弁
当
・
減
塩
弁
当
３
０
０
円
・
お

か
ず
の
み
の
一
般
弁
当
・
減
塩
弁
当

２
５
０
円
）

◎
利
用
期
間
　
月
曜
日
〜
土
曜
日

◎
対
象
者
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
。

◎
内
容
　
地
域
の
公
民
館
や
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
介
護
予
防
事
業
を
行
い
ま
す
。

◎
対
象
者
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
及
び
地

域
の
住
民
。

◎
内
容
　
事
業
実
施
の
希
望
地
区
を
募
集

し
、
高
齢
者
と
一
緒
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

◎
対
象
者
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
。

◎
内
容
　
社
会
見
学
バ
ス
や
、
軽
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

◎
対
象
者
　
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家

族
や
援
助
者
。

◎
内
容
　
高
齢
者
を
現
に
介
護
し
て
い
る

家
族
や
近
隣
の
援
助
者
等
を
対
象
に
、

介
護
方
法
等
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

◎
対
象
者
　
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
。

◎
内
容
　
介
護
者
を
介
護
か
ら
一
時
的
に

解
放
し
、
介
護
者
相
互
の
交
流
会
に
参

加
さ
せ
る
な
ど
心
身
の
元
気
回
復
を
図

り
ま
す
。

　
居
宅
に
お
い
て
寝
た
き
り
等
で
外
出
で

き
な
い
高
齢
者
に
対
し
、
在
宅
で
理
美
容

を
行
い
ま
す
。

◎
対
象
者
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
寝
た

き
り
等
で
外
出
の
困
難
な
方
。

◎
負
担
金
　
理
美
容
代
（
出
張
料
を
助
成

し
ま
す
。
）

◎
利
用
期
間
　
年
間
６
回（
チ
ケ
ッ
ト
発
行
）

　
寝
具
を
日
に
干
す
こ
と
が
困
難
な
高
齢

者
に
対
し
、
洗
濯
乾
燥
を
行
い
ま
す
。

◎
対
象
者
　
65
歳
以
上
で
寝
た
き
り
の
方
、

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
及
び
高
齢
者
の

み
の
世
帯
で
虚
弱
等
の
状
況
の
方
。

◎
負
担
金
　
無
料
（
種
類
に
よ
り
一
部
負

担
有
り
。
）

◎
利
用
期
間
　
年
間
洗
濯
１
回
・
乾
燥
２
回
。

　
乳
酸
菌
飲
料
を
直
接
手
渡
す
こ
と
に
よ

り
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

◎
対
象
者
　
75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
で
虚
弱
等
の
状
況
に
あ
り
、
安

否
確
認
が
必
要
と
判
断
さ
れ
る
方
。

◎
利
用
期
間
　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
週
３

回
ま
で
）
他
の
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
安
否

確
認
が
で
き
て
い
る
曜
日
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

　
介
護
予
防
を
前
提
と
し
た
「
歩
行
・
排

泄
・
入
浴
支
援
の
た
め
の
手
す
り
設
置
」

な
ど
の
軽
微
な
改
修
を
行
い
ま
す
。

※
新
築
や
改
築
な
ど
大
規
模
工
事
に
か

か
る
も
の
は
対
象
外
で
す
。

◎
対
象
者
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
等
で
市

民
税
所
得
割
が
非
課
税
の
世
帯
の
方
。

◎
助
成
額
　
上
限
５
万
円
。

　
在
宅
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
急

病
ま
た
は
事
故
等
の
緊
急
時
に
、
迅
速
な

救
助
が
で
き
る
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
整

備
し
、
高
齢
者
の
日
常
生
活
上
の
安
全
の

確
保
と
不
安
を
解
消
し
ま
す
。

◎
対
象
者
　
65
歳
以
上
の
虚
弱
な
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
（
病
弱
、
緊
急
性
の
持

病
が
あ
る
方
）

◎
負
担
金
　
無
料
（
電
話
の
基
本
料
金
と

通
話
料
金
は
本
人
負
担
と
な
り
ま
す
。）

　
在
宅
の
寝
た
き
り
高
齢
者
等
（
低
所
得

世
帯
）
に
対
し
、
紙
お
む
つ
購
入
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。
前
期
（
４
月
分
〜

９
月
分
）
を
10
月
に
、
後
期
（
10
月
分
〜

３
月
分
）
を
４
月
に
申
請
し
ま
す
。
申
請

内
容
を
確
認
し
、
助
成
金
額
を
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
。
１
カ
月
の
う
ち
15
日
以
上

在
宅
日
数
が
あ
れ
ば
支
給
対
象
の
月
と
な

り
ま
す
。
（
入
院
期
間
又
は
施
設
入
所
の

期
間
は
在
宅
日
数
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
）

◎
対
象
者
　
尿
失
禁
等
に
よ
り
常
時
紙
お

む
つ
を
使
用
し
て
い
る
65
歳
以
上
の
高
齢

者
等
で
市
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯
の
方
。

◎
助
成
金
額
　
月
額
４
０
０
０
円

　
認
知
症
の
た
め
に
徘
徊
の
お
そ
れ
の
あ
る

高
齢
者
に
位
置
検
索
装
置
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
を
お
持

ち
い
た
だ
き
、
電
波
を
受
信
す
る
こ
と
で
家

族
が
高
齢
者
の
い
る
場
所
を
確
認
で
き
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
開
始
に
あ
た
り
必
要
な
費
用
（
加

入
料
金
５
２
５
０
円
・
付
属
機
器
購
入
料
６

１
９
５
円
）の
う
ち
１
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

◎
対
象
者
　
在
宅
で
生
活
す
る
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
徘
徊
の
お
そ
れ
の
あ
る
認

知
症
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
同
一
世

帯
の
家
族
。

◎
負
担
金
　
利
用
者
が
業
者
と
契
約
し
、
基

本
料
（
月
額
５
２
５
円
）
、
検
索
料
（
電
話
１

回
に
つ
き
２
１
０
円
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
も
可
能
）
、
現
場
急
行
料
（
１
回
１
時

間
を
上
限
と
し
て
１
万
５
０
０
円
）�

な
ど

　
軽
度
な
要
介
護
者
に
、
可
動
機
能
を
有
し

な
い
介
護
予
防
用
寝
台
の
貸
与
費
用
の
一
部

を
助
成
し
て
、在
宅
生
活
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

◎
対
象
者
　
要
介
護
１
、
要
支
援
１
及
び

要
支
援
２
の
介
護
認
定
を
受
け
た
方
で
、

寝
台
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
方
。

◎
助
成
金
額
　

・
月
額
１
０
０
０
円
以
下
（
世
帯
全
員

が
市
民
税
所
得
割
非
課
税
の
方
）

・
月
額
２
０
０
０
円
以
下
（
生
活
保
護

受
給
者
）

介
護
予
防
用
寝
台
貸
与
費
助
成
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生
活
援
助
員
派
遣

居
宅
整
備
介
護
支
援

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

軽
度
生
活
援
助

配
食
サ
ー
ビ
ス

生
き
が
い
づ
く
り
支
援

家
族
介
護
者
交
流

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

寝
具
洗
濯
乾
燥
サ
ー
ビ
ス

家
族
介
護
支
援
事
業
家
族
介
護
教
室
等

や
っ
て
み
る
じ
ゃ
ん
介
護
予
防

健
や
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
地
区
育
成

認
知
症
高
齢
者
見
守
り（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）

長
寿
祝
金

敬
老
祝
金

行
政
区
敬
老
事
業
助
成

高
齢
者
短
期
入
所
助
成

（
ミ
ド
ル
ス
テ
イ
）

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
見
守
り

（
乳
酸
菌
飲
料
の
配
布
に
よ
る
安
否
確
認
）

ふ
れ
あ
い
ペ
ン
ダ
ン
ト

（
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
）

在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
等
紙
お
む

つ
助
成

　
笛
吹
市
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
生
活
す

る
た
め
の
在
宅
支
援
事
業
や
介
護
予
防
事
業
、
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
家
族
等
へ
の
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
申
込
・
問
合
せ
先

　
・
保
健
福
祉
部
高
齢
福
祉
課
　
☎
０
５
５
（
２
６
１
）
１
９
０
２

　
・
各
支
所
の
住
民
課
（
芦
川
支
所
は
地
域
住
民
課
）

　
多
年
に
わ
た
り
地
域
社
会
の
発
展
に

つ
く
し
て
き
た
満
１
０
０
歳
の
長
寿
者

を
敬
愛
し
、
そ
の
功
を
ね
ぎ
ら
い
、
祝

金
及
び
顕
彰
楯
を
贈
り
ま
す
。

◎
対
象
者
　
本
市
に
引
き
続
き
10
年
以

上
住
所
を
有
す
る
満
１
０
０
歳
の
方
。

◎
祝
金
　
10
万
円
及
び
顕
彰
楯
。

　
老
人
の
日
及
び
老
人
週
間
の
行
事
と

し
て
、
高
齢
者
に
支
給
し
、
そ
の
長
寿

を
祝
福
す
る
と
と
も
に
、
敬
老
思
想
を

高
め
、
老
人
福
祉
の
増
進
を
図
り
ま
す
。

◎
対
象
者
　
９
月
15
日
に
お
い
て
、
満

77
歳
・
満
88
歳
・
満
１
０
０
歳
以
上

で
、
８
月
１
日
現
在
市
内
に
居
住
し
、

住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国
人
登
録

さ
れ
て
い
る
方
。

◎
祝
金
の
額

　
・
満
77
歳
　
年
額
３
０
０
０
円

　
・
満
88
歳
　
年
額
５
０
０
０
円

　
・
満
１
０
０
歳
以
上
　
年
額
５
万
円

　
高
齢
者
の
長
寿
を
祝
い
、
各
行
政

区
が
実
施
す
る
敬
老
事
業
に
対
し
助

成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
敬
老

思
想
を
高
揚
し
、
老
人
福
祉
の
増
進

を
図
り
ま
す
。

◎
対
象
者
　
地
域
の
高
齢
者
。

◎
助
成
金
　
行
政
区
か
ら
の
申
請
に
よ

り
助
成
し
ま
す
。

◎
助
成
対
象

　
①
行
政
区
が
実
施
す
る
敬
老
会

②
行
政
区
が
実
施
す
る
敬
老
者
へ
の

慰
安
事
業

③
そ
の
他
行
政
区
が
独
自
に
高
齢
者

を
対
象
に
行
う
敬
老
事
業
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４
月
４
日
・
５
日
に
春
日
居
町
鎮
目
︵
し

ず
め
︶
に
あ
る
山
梨
岡
神
社
で
春
季
例
大

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
山
梨
岡
神
社
は
古
代
に
創
建
さ
れ
、
祭

神
は
大
山
祗
命
︵
お
お
や
ま
ず
み
の
み
こ

と
︶
・
高
︵
た
か
︶
お
か
み
の
神
・
別
雷

神
︵
わ
け
い
か
づ
ち
の
か
み
︶
で
す
。
本

殿
︵
ほ
ん
で
ん
︶
は
室
町
時
代
に
建
て
ら

れ
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。






ま
た
、
山
梨
岡
神
社
は
武
田
家
累
代
の

氏
神
︵
う
じ
が
み
︶
と
し
て
崇
拝
さ
れ
、

武
田
信
玄
が
出
陣
︵
し
ゅ
つ
じ
ん
︶
の
た

び
に
、
戦
勝
祈
願
を
し
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
今
回
の
笛
吹
市
探
訪
で
は
山
梨
岡
神
社

に
残
さ
れ
て
い
る
武
田
家
ゆ
か
り
の
宝
物

や
太
々
神
楽
︵
だ
い
だ
い
か
ぐ
ら
︶
を
紹

介
し
ま
す
。

　
山
梨
岡
神
社
に
は
武
田
家
よ
り
譲
り
受

け
た
﹃
社
参
︵
し
ゃ
さ
ん
︶
状
﹄・﹃
椀
︵
わ

ん
︶
﹄・﹃
禁
制
︵
き
ん
せ
い
︶

を
書
い
た
板
﹄
等
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　﹃
社
参
状
﹄
は
諏
訪
大
社
︵
す

わ
た
い
し
ゃ
︶
上
社
の
神
主

あ
て
に
武
田
信
玄
が
出
し
た

文
書
で
す
。

　
﹃
穴
山
梅
雪
︵
あ
な
や
ま
ば
い
せ
つ
︶

等
が
宝
鈴
を
鳴
ら
す
た
め
に
諏
訪
神
社
上

社
を
訪
れ
る
﹄
と
い
っ
た
内
容
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
社
参
状
と
と
も
に
武
田

信
玄
か
ら
譲
り
受
け
た
﹃
椀
﹄
︵
２
個
︶

も
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
椀
に
は
武
田
菱

︵
た
け
だ
ひ
し
︶
︹
武
田
家
の
家
紋
︵
か
も

ん
︶
︺
等
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　﹃
禁
制
を
書
い
た
板
﹄
に
は
﹃
御
室
︵
み

む
ろ
︶
山
で
か
っ
て
に
木
を
切
っ
た
り
す

る
事
を
禁
止
す
る
﹄
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

御
室
山
は
山
梨
岡
神
社
の
後
に
あ
り
、
古

代
よ
り
山
自
体
が
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
板
は
武
田
信
玄
が
天
文

︵
て
ん
ぶ
ん
︶
13
年
︹
１
５
４
４
︺
に
山

梨
岡
神
社
に
与
え
た
物
の
写
し
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
資
料
は
山
梨
岡
神
社
と
武
田

家
の
深
い
信
仰
関
係
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
山
梨
岡
神
社
の
太
々
神
楽
︵
だ
い

だ
い
か
ぐ
ら
︶
︹
山
梨
県
指
定
文
化
財
︺

は
、
二
十
四
種
の
舞
が
あ
り
ま
す
。
例
大

祭
で
は
﹃
天
の
岩
戸
︵
い
わ
と
︶
﹄
の
故

事
を
中
心
と
し
た
古
事
記
︵
こ
じ
き
︶
神

話
の
世
界
を
一
日
で
表
現
し
ま
す
。
こ
の

う
ち
、20
番
目
に
舞
う
﹃
四
剣
︵
し
け
ん
︶

の
舞
﹄
は
﹃
久
米
舞
︵
く
め
ま
い
︶
﹄
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
４
人
で
剣
と
鈴
を

持
ち
勇
壮
に
舞
う
神
楽
で
す
。
こ
の
舞
は

神
武
︵
じ
ん
む
︶
天
皇
が
大
和
︵
や
ま
と
︶

で
勝
利
を
祝
う
宴
会
︵
え
ん
か
い
︶
を
し

た
時
に
、
久
米
氏
の
兵
士
た
ち
が
天
皇
の

つ
く
っ
た
詩
歌
を
歌
い
な
が
ら
舞
っ
た
こ

と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
﹃
四
剣
の
舞
﹄
は
﹃
武
田
信
玄
出

陣
の
神
楽
﹄
と
も
呼
ば
れ
、
信
玄
が
戦
さ

の
勝
利
を
願
い
奉
納
さ
せ
た
神
楽
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
山
梨
岡
神
社
太
々
神
楽
は
武
田
神
社
春

季
例
大
祭
等
で
も
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
山
梨
県
立
博
物
館
特
別
展
﹃
よ
み

が
え
る
武
田
信
玄
の
世
界
展
﹄
・
﹃
信
玄
、

謙
信
、
そ
し
て
伝
説
の
軍
師
﹄
の
伝
統
芸

能
実
演
で
も
披
露
さ
れ
、
来
館
者
を
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。
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山梨岡神社太々神楽（神楽殿）




　
笛
吹
市
一
宮
町
出
身
で
童
謡
歌
手
と
し

て
活
躍
中
の
雨
宮
知
子
さ
ん
に
よ
る
童
謡

コ
ン
サ
ー
ト
と
ト
ー
ク
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。
当
日
は
、
お
子
さ
ん
を
対
象
と
し

た
歌
の
指
導
も
あ
り
ま
す
。
親
子
で
、
家

族
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
入
場
は
無
料
で

す
。

■
日
時
　
５
月
30
日
︵
水
︶

　
７
時
開
演
︵
午
後
６
時
30
分
会
場
︶

■
会
場
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
問
合
せ
先
　
教
育
委
員
会


生
涯
学
習
課

　
市
民
講
座
担
当

　
☎
０
５
５
︱
２
６
３
︱
７
９
５
９

　
文
化
協
会
盆
裁
部
の
み
な
さ
ん
が
丹
精
込
め
て

育
て
た
、
皐
月
・
山
野
草
の
展
示
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
期
間
　
5
月
25
日(

金)

〜
5
月
27
日(

日)

■
時
間
　
午
前
9
時
か
ら

■
会
場
　
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
入

口
フ
ロ
ア
ー

　　
黒
岳
、
釈
迦
ヶ
岳
、
破
風
山
の
三
山
に

囲
ま
れ
た
芦
川
の
源
流
域
に
、
貴
重
な
﹁
に

ほ
ん
す
ず
ら
ん
﹂
の
群
生
地
が
広
が
り
ま

す
。
全
国
的
に
も
珍
し
く
、
山
梨
県
の
自

然
記
念
物
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

︻
ヤ
マ
メ
釣
り
大
会
︼

■
日
時
　
５
月
27
日︵
日
︶午
前
８
時
〜
10
時

■
場
所
　
市
役
所
芦
川
支
所
前
　
上
・
下
流

■
受
付
場
所
　
芦
川
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン

　
タ
ー
・
芦
川
小
学
校

■
受
付
時
間
　
午
前
７
時
か
ら

■
参
加
費
　
大
　
人
　
１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
小
学
生
　
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
︵
河
川
清
掃
協
力
費
︶

　
※
釣
具
・
餌
は
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

︻
そ
ば
打
ち
体
験
︼

■
日
時
　
祭
り
期
間
中
　
午
前
10
時
か
ら

■
場
所
　
市
営
す
ず
ら
ん
の
里

　
そ
ば
打
ち
体
験
お
て
ん
ぐ
さ
ん
　

■
参
加
費
　
１
人
　
１
４
０
０
円

■
予
約
　
市
営
田
舎
体
験
お
て
ん
ぐ
さ
ん

　
☎
０
５
５
︱
２
９
８
︱
２
８
３
３

︻
特
産
品
の
販
売
︼

■
日
時
　
祭
り
期
間
中

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
場
所
　
す
ず
ら
ん
大
駐
車
場


特
設
テ

ン
ト
村

︻
す
ず
ら
ん
群
生
地
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
︼

■
日
時
　
祭
り
期
間
中
　
午
後
６
時
30
分

〜
午
後
８
時
30
分

　
笛
吹
市
は
、
総
面
積
の
58
％
が
森
林
に

覆
わ
れ
て
お
り
、
自
然
環
境
に
大
変
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
森
林
の
持
つ
多
面
的
な
機
能
と
そ

の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
豊
か
な
自
然
を
未
来
に
引
き
継
ぐ

た
め
、
市
民
一
人
一
人
の
緑
化
思
想
の
高

揚
と
そ
の
実
践
の
た
め
、
第
１
回
笛
吹
市

植
樹
祭
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
植
樹
祭
は
、
山
梨
県
が

提
唱
し
て
い
る
、
１
０
０
万
本
植
樹
運
動

の
一
環
と
し
て
同
時
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
日
時
　
５
月
10
日︵
木
︶午
前
10
時
開
式

■
場
所
　
御
坂
町
上
黒
駒
備
石
︵
桧
峰
神

　
社
有
林
内
︶

■
内
容
　
緑
化
推
進
を
図
る
た
め
の
式
典

を
行
っ
た
後
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
植

樹
を
行
う
。

■
植
栽
樹
種
　
ヒ
ノ
キ
、
ク
リ
、
サ
ク
ラ
、

榛
の
木

■
募
集
定
員
　
30
人
程
度

■
問
合
せ
先
　
笛
吹
市
緑
化
推
進
会
議
︵
産

　
業
観
光
部
農
林
振
興
課
内
︶

　
☎
０
５
５
︱
２
６
２
︱
４
１
１
１︵
内
線
２
３
１
︶

　
FAX
０
５
５
︱
２
６
２
︱
４
１
１
５

　
笛
吹
市
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

の
場
を
訪
ね
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
等
の
話

を
聞
き
、
相
談
に
応
じ
る
等
の
活
動
を
行

う
﹁
介
護
相
談
員
﹂
を
募
集
し
ま
す
。

　
介
護
相
談
員
は
、
利
用
者
の
疑
問
や
不
満
、

不
安
の
解
消
を
図
る
と
と
も
に
、
派
遣
を
受

け
た
事
業
所
に
お
け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質

的
な
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
市
や
国
保
連
合
会
に
置
か
れ
た
苦
情
処

理
窓
口
と
は
異
な
り
、
苦
情
に
至
る
事
態
を

未
然
に
防
止
す
る
こ
と
や
、
利
用
者
の
日
常

的
な
不
平
、
不
満
又
は
疑
問
に
対
応
し
て
改

善
の
途
を
探
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

■
募
集
人
員


２
人
︵
平
成
20
年
度
以
降

も
必
要
に
応
じ
て
募
集
︶

■
応
募
締
切
　
５
月
11
日
︵
金
︶

■
受
付
窓
口
　
〒
４
０
６
︱
０
０
３
１

　
笛
吹
市
石
和
町
市
部
８
０
０
︵
石
和
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
︶
保
健
福
祉
部
高

齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
担
当

　
FAX

０
５
５
︱
２
６
２
︱
１
３
１
８

■
応
募
方
法
　
次
の
事
項
を
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。
＊
様
式
は
特
に
定
め
ま
せ
ん
。

①
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
　
②
介
護
・
相
談
経
験
の
有
無
︵
あ

る
場
合
は
そ
の
年
数
︶
③
職
歴

■
採
用
基
準
　﹁
相
談
経
験
﹂﹁
介
護
経
験
﹂

な
ど
を
参
考
に
、
面
接
の
上
、
相
談
員

と
し
て
の
資
質
、
熱
意
等
を
判
断
し
て

採
用
し
ま
す
。
※
面
接
に
つ
い
て
は
、

５
月
中
旬
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

笛吹市役所本庁舎
055−262−4111

御坂支所
055−262−2271

一宮支所
0553−47−1111

八代支所
055−265−2111

境川支所
055−266−2111

春日居支所
0553−26−3111

芦川支所
055−298−2111



■
養
成
研
修（
予
定
）　
・
８
月
上
旬
３
泊

４
日
（
東
京
）
・
９
月
上
旬
（
東
京
）

■
介
護
相
談
員
【
概
要
】
相
談
員
要
件
　

①
年
齢�

40
歳
〜
75
歳
　
②
資
質�

相
談

員
に
ふ
さ
わ
し
い
人
格
と
熱
意
を
有
す

る
方
　
③
条
件�

普
通
自
動
車
運
転
免

許
等
を
有
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
現
場
等

に
移
動
出
来
る
こ
と
。

　
④
研
修
受
講
　
市
が
指
定
す
る
研
修
を

受
講
し
、
終
了
す
る
こ
と
。
（
８
月
上

旬
３
泊
４
日
、
９
月
予
定
な
ど
）

■
活
動
登
録
期
間
　
平
成
19
年
度
・
20
年
度

■
活
動
内
容
（
概
要
）

①
相
談
員
は
、
担
当
す
る
事
業
所
を
定
期

的
、
又
は
随
時
に
訪
問
す
る
。

②
介
護
相
談
員
は
、
施
設
等
の
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
に
お
い
て
、

・
利
用
者
の
話
を
聞
き
相
談
に
の
る
。

・
施
設
等
の
行
事
に
参
加
す
る
。

・
事
業
所
の
管
理
者
や
従
事
者
と
意
見
交

換
を
す
る
。

・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関
し
て
気
づ
い
た

こ
と
や
提
案
等
が
あ
る
場
合
に
は
、
事

業
所
の
管
理
者
等
に
そ
の
旨
を
伝
え
る
。

③
そ
の
他
介
護
相
談
員
と
し
て
必
要
な
活
動

■
費
用
　
養
成
研
修
の
参
加
費
用
、
活
動

期
間
中
の
費
用
弁
償(

謝
礼)

は
、
市
が

予
算
の
範
囲
で
支
給(

支
出)

し
ま
す
。

(

例)

研
修
負
担
金
、
宿
泊
費
、
旅
費
、

活
動
謝
礼
な
ど

　
笛
吹
市
で
は
、
寝
た
き
り
高
齢
者
及
び

認
知
症
高
齢
者
を
家
庭
に
お
い
て
常
時
介

護
し
て
い
る
介
護
者
に
対
し
、
介
護
慰
労

金
（
年
額
６
万
円
）
を
支
給
し
ま
す
。

　
慰
労
金
の
支
給
対
象
者
は
、
本
年
４
月

１
日
前
過
去
１
年
間
、
本
市
の
住
民
基
本

台
帳
又
は
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方
で
、
次
の
各
号
の
す
べ
て
の
要

件
を
満
た
す
高
齢
者
を
同
一
家
庭
内
に
お

い
て
常
時
介
護
し
た
介
護
者
の
方
で
す
。

■
対
象
者

①
平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
65
歳
以
上
の

高
齢
者

②
本
年
４
月
１
日
前
１
年
間
、
本
市
の
住

民
基
本
台
帳
又
は
外
国
人
登
録
原
票
に

登
録
さ
れ
て
い
る
高
齢
者

③
本
年
４
月
１
日
現
在
、
寝
た
き
り
高
齢

者
又
は
認
知
症
高
齢
者
の
状
態
に
あ
っ
て
、

そ
の
状
態
が
1
年
間
継
続
し
て
い
る
高

齢
者
（
寝
た
き
り
高
齢
者
及
び
認
知
症
高

齢
者
の
基
準
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

④
本
年
４
月
１
日
前
1
年
間
の
う
ち
、
６

カ
月
以
上
の
在
宅
期
間
の
あ
る
高
齢
者

（
入
院
及
び
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等
の
施
設
へ

の
宿
泊
は
、在
宅
期
間
に
は
含
み
ま
せ
ん
。）

■
申
請
期
間
　
６
月
１
日（
金
）〜
20
日（
水
）

（
土
・
日
は
除
く
）

■
申
請
方
法
　
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
下
記
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
（
申
請
用
紙
は
、
高
齢
福
祉
課
及

び
各
支
所
に
ご
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
）

■
申
請
受
付
・
問
合
せ
先
　
保
健
福
祉
部

高
齢
福
祉
課
　
高
齢
福
祉
担
当

☎
０
５
５
―
２
６
１
―
１
９
０
２

各
支
所
の
住
民
課
（
芦
川
支
所
は
地
域

住
民
課
）

　
障
害
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
そ
の
障
害
の
程
度
に
よ
り
軽
自
動
車
税
の
減
免
措
置

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
減
免
を
受
け
る
方
は
、
５
月
24
日（
木
）
ま
で
に
市
役
所
税
務
課
市
民
税
担
当
（
軽

自
動
車
税
担
当
）
ま
た
は
各
支
所
住
民
課
に
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
前
年
度
に
減
免
を
受
け
た
方
は
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
請
に
必
要
な
書
類

①�

減
免
申
請
書
（
市
役
所
市
民
税
担
当
ま
た
は
各
支
所
住
民
課
に
あ
り
ま
す
）

②�

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

③�

印
鑑
　
④�

運
転
免
許
証
　
⑤�

自
動
車
検
査
証
・
軽
自
動
車
届
出
済
証

⑥�

平
成
19
年
度
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

■
問
合
せ
先

・
総
務
部�

税
務
課�

市
民
税
担
当
（
軽
自
動
車
税
担
当
）

　
☎
０
５
５
―
２
６
２
―
４
１
１
１

・
各
支
所
住
民
課
（
芦
川
支
所
は
地
域
住
民
課
）

注１：視覚障害４級は４級の１のみです。
注２：喉頭摘出による音声機能障害がある場合に限ります。
注３：両上肢に障害がある場合に限ります。
注４：下肢不自由３級については、両下肢に障害がある場合に限り、

生計を一にする方および単身で生活する障害者を常時介護す
る方の運転が認められます。

◎印は、本人運転のみ該当します。
○印は、本人運転、または、生計を一にする方および単身で生活す

る障害者を常時介護する方の運転が認められます。
※療育手帳・精神障害者保健福祉手帳・戦傷病者手帳を、お持ちの

方は、お問い合わせください。

【�減免に該当する身体障害の程度�】

視覚障害（注１）� ○� ○� ○� ○� 　� 　

聴覚障害� 　� ○� ○� 　� 　� 　

平衡機能障害� 　� 　� ○� 　� 　� 　

音声機能障害（注２）� 　� 　� ○� 　� 　� 　

上肢不自由（注３）� ○� ○� 　� 　� 　� 　

下肢不自由（注４）� ○� ○� ◎� ◎� ◎� ◎

体幹不自由� ○� ○� ○� 　� ◎� 　

心臓機能障害� ○� 　� ○� 　� 　� 　

腎臓機能障害� ○� 　� ○� 　� 　� 　

呼吸器機能障害� ○� 　� ○� 　� 　� 　

ぼうこうまたは直腸の機能障害� ○� 　� ○� 　� 　� 　

小腸の機能障害� ○� 　� ○� 　� 　� 　

ヒト免疫不全ウィルスに

よる免疫機能障害�
○� ○� ○

障害の程度
１
級

２
級

３
級

４
級

５
級

６
級
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■
万
一
の
リ
ス
ク
に
備
え

　
　
　
　
　
学
生
の
方
は
申
請
を
…

　
日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
方
は
、
20

歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
国
民
年
金
の
被
保

険
者
と
な
り
保
険
料
納
付
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
学
生
は
申
請
に
よ

っ
て
在
学
中
の
保
険
料
納
付
を
猶
予
す
る

制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
万
一
、
病
気
や
け
が
で
重
い
障
害
が

残
っ
た
と
き
に
、
障
害
基
礎
年
金
が
受

け
取
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

学
生
で
あ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
場
合
は
、
必
ず
学
生
納
付
特
例
を
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

■
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が

　
　
　
　
　
納
付
特
例
の
対
象
に
…

　
大
学
、
短
期
大
学
、
大
学
院
、
高
等

学
校
、
専
修
学
校
な
ど
の
ほ
か
、
各
種

学
校
（
１
年
以
上
の
就
学
課
程
に
限
る
）

に
在
学
す
る
20
歳
以
上
の
学
生
が
対
象

で
す
。

■
申
請
は
…

　
市
役
所
国
民
健
康
保
険
課
国
民
年
金
担

当
ま
た
は
各
支
所
住
民
課
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
前
年
の
所
得
が
一
定
額

以
上
の
場
合
は
、
申
請
が
承
認
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
前
年
の
所
得

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
申
請
は

毎
年
必
要
で
す
。
（
５
月
末
ま
で
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
）

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の
…

①
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し
（
証

明
書
等
は
、
学
生
納
付
特
例
を
受
け
よ

う
と
す
る
年
度
内
に
証
明
を
受
け
た
も

の
に
限
る
）

②
年
金
手
帳

③
印
鑑
（
本
人
署
名
の
場
合
は
不
要
）

※
学
生
で
は
な
い
が
若
年
者
（
30
歳
未

満
）
の
方
で
保
険
料
を
納
め
る
の
が

困
難
な
方
は
「
若
年
者
納
付
猶
予
特

例
制
度
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す
…

　
学
生
納
付
特
例
、
若
年
者
納
付
猶
予

特
例
制
度
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、

将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
の
計

算
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
将
来
の
年
金

額
を
減
ら
さ
な
い
た
め
に
、
承
認
を
受

け
て
か
ら
10
年
間
の
う
ち
に
保
険
料
を

納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
承
認
を
受
け
た
年
度
か
ら
起
算
し
て

３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
は
、

当
時
の
保
険
料
に
一
定
の
加
算
額
が
加

わ
り
ま
す
）

■
問
合
せ
先

　
・
市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課

　
　
☎
０
５
５
―
２
６
２
―
４
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
内
線
１
２
４
）

　
・
甲
府
社
会
保
険
事
務
所

　
　
☎
０
５
５
―
２
５
２
―
１
４
４
１

　
皆
さ
ん
の
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
被

　平成１９年度の下水道受益者負担金は、
来月６月が賦課となりますので、お支払
の準備をお願いします。

【受益者負担金の流れ】

４月に決定通知書を送付（受益地・受益者負担金の確認をお願いします。）

６月１日に納付書・口座振替納入通知書を送付

受益者負担金のお支払
◆報奨金が付く５年一括・単年一括を希望された方の納付期限日は、『平成１９年６月１４日（木）』

となります。また口座振替を希望された方も、６月１４日（木）に指定口座より引落となります。

※注意：納付期限日までにお支払をされなかった（口座振替が出来なかった）場合は、支払方法が報奨金なし
の分割納付になりますのでご注意ください。

◇納　　　付　　　書�…●納付書での支払を希望された方。●金融機関の窓口にて口座振替の手続きをされていない方。

◇口座振替納入通知書�…●金融機関にて口座振替の承認がされ、なおかつ市役所において確認が取れた方。

○分割支払を希望された方の納付期限日

�第１期� 　６月２９日� 第１期� 　６月２５日

�第２期� 　８月３１日� 第２期� 　８月２７日

�第３期� １０月３１日� 第３期� １０月２５日

�第４期� １２月２８日� 第４期� １２月２５日

窓口納付 口座振替日

※不明な点がある場合に
は、各支所および下水
道課総務担当まで連絡
をお願いします。

■問合せ先　公営企業部　下水道課　☎０５５３－２６－５５４７



保
険
者
証
の
加
入
状
況
に
変
更
が
生
じ
た

場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
課
高
齢
者
医
療

担
当
窓
口
に
て
変
更
届
を
提
出
し
て
頂
く

事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
勤
め
先
を
退
職
し
国
保
加
入
者
に
な
る

場
合
や
会
社
等
に
就
職
し
国
保
を
喪
失
す

る
場
合
の
届
出
は
適
切
に
行
な
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
社
会
保
険
か
ら
社
会
保
険
に
変

わ
る
場
合
の
届
出
は
忘
れ
が
ち
に
な
り
ま

す
。
異
動
届
は
忘
れ
ず
に
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

■
国
民
健
康
保
険
　
社
会
保
険
　
持
物

　
新
旧
保
険
証
・
印
鑑
・
老
人
医
療
受
給
者
証

■
社
会
保
険
　
社
会
保
険
　
持
物

　
新
保
険
証
・
印
鑑
・
老
人
医
療
受
給
者
証

■
問
合
せ
先
　
市
民
環
境
部
　
国
民
健
康

保
険
課
　
高
齢
者
医
療
担
当

　
☎
０
５
５
―
２
６
２
―
４
１
１
１（
内
線
１
２
５
）

　
市
内
に
お
い
て
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
獣
類
に

よ
る
農
作
物
の
被
害
が
多
発
し
て
い
る
た
め
、

地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ

く
な
か
で
、
被
害
防
止
対
策
の
ひ
と
つ
と
し

て
山
間
部
に
獣
害
防
止
柵
（
金
属
製
フ
ェ
ン

ス
）
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
防
止
柵
は
『
あ
く
ま
で
も
獣
の

進
入
を
妨
げ
る
ひ
と
つ
の
手
段
』
で
あ
り
、

防
止
柵
を
設
置
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
農
作

物
被
害
が
無
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
防
止
柵
が
十
分
に
効
果
を
発
揮
す
る
た
め

に
は
、
常
に
良
好
な
状
態
を
維
持
す
る
必
要

が
あ
り
『
設
置
後
の
維
持
管
理
を
徹
底
す
る
こ

と
で
被
害
を
軽
減
で
き
る
』よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
農
作
物
な
ど
の
被
害
を
減
ら
す
た
め
、
地

域
ぐ
る
み
で
防
止
柵
の
維
持
管
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

①
防
止
柵
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、

除
草
が
大
切
な
作
業
で
す
。
こ
ま
め
に

刈
り
払
い
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

②
防
止
柵
の
地
際
の
折
り
返
し
部
分
は
、
イ

ノ
シ
シ
な
ど
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
最

も
重
要
で
す
。
ア
ン
カ
ー
ピ
ン
が
浮
い

て
い
な
い
か
、
金
網
が
浮
い
て
い
な
い

か
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

③
台
風
、
大
雨
、
大
雪
、
強
風
な
ど
の
あ
と

は
防
止
柵
を
点
検
し
、
倒
木
は
な
い
か
、

防
止
柵
に
土
砂
等
が
詰
ま
っ
て
い
な
い

か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
野
生
動
物
に
よ
る
被
害
は
農
家
だ
け
の
問

題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
、
市
内
で
も
ク

マ
や
イ
ノ
シ
シ
が
民
家
の
庭
先
に
出
没
し
た

地
域
が
あ
り
ま
す
。
人
と
野
生
動
物
の
生
活

の
場
所
が
一
緒
に
な
ら
な
い
よ
う
、
野
生
動

物
を
集
落
に
寄
せ
付
け
な
い
た
め
の
環
境
づ

く
り
が
必
要
で
す
。

①
農
地
に
限
ら
ず
、
庭
先
の
果
樹
・
野
菜
な

ど
の
未
収
穫
物
や
、
家
庭
か
ら
出
る
生

ゴ
ミ
等
を
放
置
せ
ず
、
適
正
に
処
理
し

ま
し
ょ
う
。

②
耕
作
放
棄
地
は
野
生
動
物
の
隠
れ
場
と
な

り
ま
す
の
で
、
刈
り
払
い
等
の
管
理
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
農
作
物
な
ど
の
被
害
を
抑
え
る
た

め
、
被
害
の
多
発
す
る
地
域
で
は
、
各
地
区

猟
友
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
有
害
鳥
獣

駆
除
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課

　
☎
０
５
５
―
２
６
２
―
４
１
１
１

　
（
内
線
２
３
１
・
２
３
２
）

⇔

　子育て中のお母さん！おやこサークル「すくすくランド」
では毎週水曜日と土曜日にいろいろな遊びをしています。����
　奮ってご参加ください。お待ちしています。

■開催場所�笛吹市石和町上平井４９８　岩間宅����
■開催時間�毎週水曜日　午後１時～４時
� 毎週土曜日　午前９時～１２時

　2日（水）� 午後1時～　4時� ボール遊び・情報交換・ティータイム� 帽子

　9日（水）� 午後1時～　4時� お絵かき・情報交換・ティータイム�

12日（土）� 午前9時～12時� お散歩しよう・情報交換・ティータイム� 帽子

16日（水）� 午後1時～　4時� しゃぼん玉遊び・情報交換・ティータイム� 帽子

19日（土）� 午前9時～12時� リズム遊び・情報交換・ティータイム�

23日（水）� 午後1時～　4時� パネルシアター・情報交換・ティータイム�

26日（土）� 午前9時～12時� はめ絵遊び・情報交換・ティータイム�

30日（水）� 正午集合� ランチを楽しもう・情報交換・ティータイム� 5月26日までに申し込んでください

　2日（土）� 午前9時～12時� お散歩しよう・情報交換・ティータイム� 帽子

　6日（水）� 午後1時～　4時� 絵本をみよう・情報交換・ティータイム�

　9日（土）� 午前9時～12時� 砂場あそび・情報交換・ティータイム� 帽子

13日（水）� 午後1時～　4時� 親子でつくろう・情報交換・ティータイム�

16日（土）� 午前9時～12時� 積木で遊ぶ・情報交換・ティータイム�

20日（水）� 午後1時～　4時� 歌あそび・情報交換・ティータイム�

23日（土）� 午前9時～12時� じゃがいも掘り・情報交換・ティータイム� 帽子

27日（水）� 午後1時～　4時� しゃぼん玉遊び・情報交換・ティータイム� 帽子

30日（土）� 午前9時～12時� ごっこ遊び・情報交換・ティータイム�

　4日（水）� 午後1時～　4時� 砂場あそび・情報交換・ティータイム� 帽子

　7日（土）� 午前9時～12時� 七夕飾り・情報交換・ティータイム�

11日（水）� 午後1時～　4時� フィンガーペイント・情報交換・ティータイム� 着替え・タオル

18日（水）� 午後1時～　4時� プール遊び・情報交換・ティータイム� 着替え・タオル

21日（土）� 午前9時～12時� ランチタイム・情報交換・ティータイム� 7月18日までに申し込んでください

25日（水）� 午後1時～　4時� ハンドゲーム・情報交換・ティータイム�

28日（土）� 午前9時～12時� 水遊び・情報交換・ティータイム� 着替え・タオル

持ち物月　　日 時　　間 内　　　容

5月

6月

7月

■問合せ先　岩間佳子さんへ　☎０５５－２６２－２９４７

日

　

程

⇔

1819 KOHO�FUEFUKI

通知対象者

Ｂ Ｃ Ｇ
三 種 混 合 Ⅰ 期 初 回・追 加

（ ジ フ テ リ ア・百 日 咳・破 傷 風 ）

麻しん風しん混合　Ⅰ期
二 種 混 合 Ⅱ 期

（ ジ フ テ リ ア ・ 破 傷 風 ）

日 本 脳 炎 Ⅰ ・ Ⅱ 期

予防接種名

平 成 1 9 年 2 月 生 ま れ

平 成 1 8 年 5 月 生 ま れ

平 成 ８ 年 5 月 生 ま れ

現在見合わせています

＊対象者には、予診票、契約医療機関等の詳しいお知らせをします。

接種時期等の内容をよく確認し契約医療機関にて予防接種を受

けてください。

＊他市町村より転入してきた方、予診票のない方、有効期限切れ

　の方はお住まいの地域の下記連絡先までお問い合わせください。

１回目　平成18年8月～19年1月生まれ
２回目　平成18年2月～18年7月生まれ

ポ�リ�オ

　
甲
府
法
務
局
で
は
、
人
権
問
題
に
つ
い

て
住
民
の
皆
様
の
相
談
に
応
じ
る
と
と
も

に
、
人
権
侵
犯
事
件
の
被
害
者
の
救
済
を

図
り
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
、
人

権
擁
護
制
度
の
普
及
を
図
る
た
め
に
、
特

設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

■
日
時
　
６
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
春
の
行
政
相
談
週
間
行
事
の
一
環
と
し

て
特
設
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
、
行
政

の
仕
組
み
や
手
続
き
に
関
す
る
相
談
を
行

政
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
５
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
場
所
　
笛
吹
市
役
所
３
階
会
議
室

　
春
日
居
町
駅
周
辺
整
備
事
業
の
事
後
評

価
を
行
い
ま
し
た
の
で
閲
覧
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

■
閲
覧
期
間
　
平
成
20
年
４
月
30
日
ま
で

■
閲
覧
場
所
　
八
代
分
庁
舎
建
設
部
ま
ち

づ
く
り
整
備
課

　
市
役
所
春
日
居
支
所
　
住
民
課

■
問
合
せ
先

・
建
設
部
ま
ち
づ
く
り
整
備
課

　
☎
０
５
５
―
２
６
５
―
４
７
６
２

・
春
日
居
支
所
　
住
民
課
　

　
☎
０
５
５
３
―
２
６
―
３
１
１
１

　
平
成
19
年
６
月
１
日
現
在
で
、
全
国
一

斉
に
「
平
成
19
年
商
業
統
計
調
査
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
卸
売
・
小
売
業
を
営
む

す
べ
て
の
事
業
所
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

商
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
国
や
都
道

府
県
・
市
区
町
村
に
お
け
る
商
業
振
興
な

ど
の
施
策
を
進
め
る
う
え
で
の
重
要
な
基

礎
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。

　
５
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
調
査
の
対
象

と
な
る
皆
様
の
と
こ
ろ
に
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
経
営
政
策
室
　
経
営
政
策
担
当

　
☎
０
５
５
―
２
６
２
―
４
１
１
１

　
（
内
線
２
２
８
）

■
相
談
日

　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
９
時
〜
12
時
／
午
後
１
時
〜
５
時

※
来
訪
さ
れ
る
場
合
、
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
場
所
　
甲
府
市
丸
の
内
３
―
１
―
６

　
住
友
生
命
山
梨
ビ
ル
３
階

　
甲
府
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

■
弁
護
士
相
談
日

　
毎
月
第
３
木
曜
日
　
午
後
１
時
〜
４
時

（
予
約
制
・
相
談
無
料
・
要
面
談
）

■
問
合
せ
先
　

甲
府
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
―
２
２
８
―
８
３
３
５

※５月はポリオ集団予防接種があります。対象者に

は詳しいお知らせをします。なお、前回受けられ

なかった方は、４月の「広報ふえふき」と共に配布

した「こどもの健康カレンダー」を確認し、各支所

保健師までお問い合わせください。

日
本
教
育
情
報
機
器
㈱
　
様

（
東
京
都
千
代
田
区
）

相
松
会
・
一
宮
北
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ�

様

（
一
宮
町
中
尾
）

■問合せ先

保健福祉部健康づくり課
０５５－２６１－１９０１

御 坂 支 所 住 民 課
０５５－２６２－２２７１

一 宮 支 所 住 民 課
０５５３－４７－１１１１

八 代 支 所 住 民 課
０５５－２６５－２１１１

境 川 支 所 住 民 課
０５５－２６６－２１１１

春 日 居 支 所 住 民 課
０５５３－２６－３１１１

芦川支所地域住民課
０５５－２９８－２１１１
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平成１９年５月１日（火）～１０日（木）
教育委員会生涯学習課（スコレーセンター内）
または各支所地域教育担当まで、申込書を　
ファックス・郵送またはご持参ください。
教育委員会　生涯学習課　市民講座担当
☎０５５－２６３－７９５９

■募集期間
■申込方法

■問合せ先

笛吹市民講座「スコレー大学」受講申込書

キリトリ

住　所

電話番号

生年月日 明・大・昭・平　　　年　　　月　　　日

ふりがな 男・女

申込者氏名

希望する講座番号 講　座　名

〒

2021

①市営住宅（公営住宅）
②公営住宅（特定公共賃貸住宅）※随時募集

月収 20 万円以内（収入を得ている方すべての所得金額から公
営住宅法上の控除を引いて 12 で割ったもの）

平成 19 年 5 月 21 日（月）～ 25 日（金）

（1）
（2）
（3）
（4）

（5）

（6）

（7）

（1）
（2）
（3）

【給与所得者の場合】
（A）

（B）

【個人事業者の場合】
（A）
（B）

【年金収入の場合】

【配偶者などの同居親族に無職の方がいる場合】

（4）

（5）

（6）

（7）
（8）
（1）から（8）以外の書類を提出していただく事もあります。

・団地に入居すると、各団地の自治会に入会して頂きます。
　また、家賃以外に自治会費・共益費等がかかります。

①��提出書類の審査
②� 募集戸数以上の申し込みがあった場合は公開抽選によ� � � � � � � �
　　り決定
③��決定した方に入居決定の通知

6 月上旬

０５５－２６２－４１１１

０５５－２６２－２２７１

０５５３－４７－１１１１

０５５－２６６－２１１１

０５５３－２６－３１１１

０５５－２９８－２１１１

建設部管理総務課（直通）０５５－２６５－４７６３

笛 吹 市 役 所

御 坂 支 所

一 宮 支 所

境 川 支 所

春 日 居 支 所

芦 川 支 所

市内居住または勤務先があること。
住宅に困窮していることが明らかであること。
現在、公営住宅に入居していないこと。
世帯を構成していること。（申込時に世帯を構成してい
なくても、婚約中で「婚約承諾書」が提出できて、契
約時に新戸籍謄本か婚姻届受理証明書を提出できる方）
年間所得金額 180 万円以上（年収入 300 万円以上）の
収入があり、家賃その他の市営住宅に係る債務を保証
する能力を有する連帯保証人をたてられること。（現在、
公営住宅に入居している方や入居予定者は連帯保証人
にはなれません）
日本国籍を有すること、または短期滞在者を除く外国
人であること。
公営住宅法で定める基準内の収入であること。

笛吹市営住宅入居申込書
現住所の付近見取図及び現住宅の間取図
所得を証明する書類（2 人以上の方に収入のある場合は、
それぞれの方の証明を提出してください）

前年 1 月 1 日から現在の勤務先に勤めている場合
前年の源泉徴収票を添付した給与証明書（指定用紙に
勤務先が証明したもの）または前々年中の所得（課税）
証明書（市が発行したもの）
前年 1 月 1 日以降就職、または転職した場合
勤務先が転職した月から 12 月分の見込みの年収を証明
した給与証明書（添付書類として、申し込みまでの月々
の給与明細書）※申し込みは、月収× 12 カ月で計算し
てください。ボーナスは算入されません。

市町村長が証明した前年中の所得（課税）証明書
前年 1 月 2 日以降事業を開始した方は、1 カ月以上の
実績が必要です。
・事業収支明細書（指定用紙）・税務署等に提出した開業届の控え

年金の金額のわかるハガキと前年中の所得（非課税）
証明書（市町村が発行したもの）

（次のいずれかの書類が必要）
・16 歳以上の学生は、在学証明書提出
・退職証明書
・扶養証明書または非課税証明書（市町村が発行）
・離職票、雇用保険受給者資格票（ハローワークが発行）
・健康保険、厚生年金保険資格喪失連絡票（社会保険
　事務所が発行）
市町村民税に関する証明（市指定の用紙）
過去に笛吹市に税の滞納がない証明（2 人以上の方に
収入がある場合は、それぞれの方の証明を提出してく
ださい）
婚約中での申し込みの場合は婚約承諾書（入居契約ま
でに入籍し、新戸籍謄本を提出していただきます）
住民票の謄本
・婚約中の方は、双方の住民票を提出してください。
・外国籍の方は外国人登録済み証明書が必要となります。
連帯保証人の所得証明、住民票
その他

■募集団地（下表）

■入居収入基準

■募 集 期 間

■申 込 資 格 � �（次の要件のすべてを満たしている方）

■提 出 書 類 ■入居上の注意点

■入居者の決定

■入居決定予定

■申込受付場所・問合せ先

石和下平井�
八代三反田�
みさか桃源郷公園�
いちのみや桃の里�

石和町下平井
八代町米倉
御坂町下黒駒
一宮町中尾

45
63
14
62

S
S
H
S

簡易耐火　平屋�
中層耐火３階建�
中層耐火２階建�
低層耐火４階建�

37.8㎡
71.7㎡
80.2㎡
71.7㎡

3K
3DK
3LDK
3DK

2
2
1
1

市営住宅（公営住宅）

団�地�名 住　所 建設年度 構　造 床面積 規格 戸数 家　賃

5,900
22,100
22,800
19,800

9,800円
36,700円
37,800円
32,800円

～
～
～
～

※下平井団地は、６０歳以上単身者・障害者の方の単身入居が可能です。

市単住宅募集内容

入居資格・提出書類

団�地�名 住　所 建設年度 構　造 床面積 規格 戸数 家賃

若者定住促進市単住宅 芦川町上芦川737 平成13年度 鉄骨準耐火2階建て 88.0㎡ 3DK 30,000円1戸

○県内に住所または勤務先がある、満２０歳以上満５０歳未満の方で、世帯を構成している方。
○入居者に年間２００万円以上の収入があり、家賃その他の市営住宅に係る債務を保証する能力を有する、入居者
　と同額以上の収入がある連帯保証人を立てられること。
○地域奉仕等に関する誓約書が提出できる方。

なおそのほかの申込資格・提出書類・入居上の注意点・入居者決定等については上記公営住宅の募集内容と同じです。
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※金額は税抜き価格です。

一宮西小学校屋内運動場建設電気設備工事

件　　名

一宮町東原

場　　所

18,900,000

予定価格（円） 決定額（円）

18,312,000 ㈲田中電気

決定業者

平成19年3月6日

〃

平成19年3月14日

平成19年3月23日

入札日

一宮西小学校屋内運動場建設機械設備工事 一宮町東原 7,140,000 6,877,500 ㈲佐野工業所

一宮管内交通安全施設（道路照明灯）修繕工事 一宮町 4,410,000 4,180,000 ㈱小山電気

一宮西小学校屋内運動場建設工事 一宮町東原 208,824,000 184,275,000 ㈱早野組

　平成１９年４月１日、県内のアパートにおいて、

エアゾール式簡易消火具が破裂する事故が起きまし

た。この事故による人への被害はなかったものの、

天井に穴が開くなどの被害が発生しました。

　事故原因については、現在、調査が進められてい

るところですが、この事故を起こしたエアゾール式

簡易消火具の製造事業者においては、新聞やホーム

ページ、チラシ等により危険性の広報がされ、顧客

などに対して自主回収が行われています。

　市民の皆様におかれましても、右記の対象商品を

お持ちの方は、速やかに笛吹市消防本部予防課まで

ご連絡いただきますようお願いします。

﹇
ヤ
マ
ト
ボ
ー
イ
K
T
﹈

（
台
所
用
）

﹇
F
M
ボ
ー
イ
K
﹈

（
フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ
ン
ボ
ー
イ
）

品質保証期間（期限）は、
缶底に表示しています。

例えば、2006年1月に品質保証期
間が過ぎる場合、以下のように
記載されています。

対象機種

参
　
考

０１２０―８０１０８４　又は　０３―３４４６―７１５１

受付時間：月～金　９：００～１７：００（祝日を除く）

■�問合せ先

ヤマトプロテック緊急連絡室

０７２―３６１―２１０１

【左記以外のお時間は】

お問合せの際には、お客様のご氏名・ご住所・お電話番号ならびに、商品名・ロットナンバー・製造年月
日を確認させていただきます。あらかじめご了承ください。
なお、ご連絡いただきました個人情報につきましては、本件以外には使用いたしません。

笛吹市消防本部　予防課　TEL：０５５―２６１―０１１９　FAX：０５５―２６２―８５３５○問合せ先

食中毒は１年中発生していますが、やはり温度・湿度の高い６月～９

月に多発しています。正しい知識を身につけ、食中毒予防をしましょう。

食品や調理器具、手指など
に食中毒の原因菌・ウイル
スを

冷凍庫などで食品をしっか
り保存して食中毒の原因菌・
ウイルスを

増やさない

食品の加熱や調理器具の殺
菌を徹底して食中毒の原因
菌・ウイルスを

死滅させる

○食品の選び方・・・・・・・・・・

○食品の保存の仕方・・・・・・

○調理のときの注意点・・・・

○キッチンで気をつけること・・・

新鮮なものを選びましょう。

消費期限や賞味期限も確認！

冷蔵、冷凍を上手に使いましょう。

清潔、新鮮、加熱を心がけましょう。

シンクや調理器具は清潔に。

指輪などの装飾品は外す

せっけんを十分に泡立て20秒以上

もみ洗い

手首もよく洗う

つめの間はブラシなどを使う

流水で30秒以上洗い流す

（湯を使うと汚れが落ちやすい）

乾いた清潔なタオルでふく

手 に は 、目 に 見 え な い 菌 が い
っ ぱ い 。調 理 や 食 事 の 前 は も
ち ろ ん 、外 出 か ら 帰 っ た と き
など、こまめに洗
う よ う に 心 が け
ましょう。

＊清潔なエプロンやかっぽう着を
　身に着ける

＊長そではまくりあげる

＊つめを切る

＊長い髪の毛はまとめる

＊腕に時計や装飾品を付けない

＊指輪は外す

＊傷はばんそう
　こうでしっか
　りふさぐ

鑑消第１３～４号

２００５年１月～２００５年１０月

※

※

鑑 定 番 号

品質保証期間

つけない

1.

2.

3.

4.

5.

6.

製造事業者も直接の問い合わせを受け付けておりますので、対象商品をお持ちの方は下記のお問合せ先を参照してください。

vol .23

問
合
せ
先

ごみを減らすために、ものを大切に使い、使い
終わったものでも、もう一度使えるようにする

ことが見直されています。

　笛吹市のごみ搬出量は増え続けています。

環境への負担も増大し、新ごみ処理場の設

置建設にばく大な費用をかけ処理しなくて

はなりません。

　可燃ごみの処理コストの削減と環境への

負荷を低減するため、ごみの組成割合の高い、

紙類、その他プラ類、生ごみ等は焼却処分

をせず資源物として再利用できるようにし

ていきます。

　そのため笛吹市では、目標値を掲げて、

市民や事業者が参加できるシステムを構築

して、平成18年4月1日から平成23年3月31日

までの5年間にごみの減量を推進します。

法律で狂犬病予防注射は毎年1回、6月30日

までに実施することになっています。

まだ、されていない飼い主の方は早めに実

施してください。

既に狂犬病予防注射を実施された方は交付

された注射済票を鑑札と併せて装着してく

ださい。愛犬の迷い札にもなります。

　ごみ収集場所に、明らかに店などから出たごみが

出されることがあります。これらは事業系ごみとし

ての搬出となり違法行為となります。事業主のみな

さんは、必ず市の許可を得たごみ収集業者と廃棄物

処理委託契約をしてごみを出してください。

　また、市の許可を得ていないごみ収集業者との契

約も犯罪となります。

　なお、市の許可を得た業者が各町ごとにあります

ので詳細については、下記へ問い合わせいただくか

笛吹市ホームページをご覧ください。

●買い物バッグを持参してレジ袋やごみになる余分な　
包装を断る。

●壊れにくい、長く使える製品を買う。
●食べ残しをしない。

●繰り返し使う。●ほしい人にゆずったり、フリーマー　
ケットに出したりする。

●ごみを分別し再生できるものは資源物として出す。
●リサイクルされた製品を買って使う。

笛吹市は、生活系の
ごみ減量化を53％と
設定して行動します。

担
当
か
ら
…



　
３
月
20
日
、
石
和
北
小
学
校
児
童
会
か
ら
市
緑
化
推

進
会
議
︵
会
長
荻
野
正
直
市
長
︶
に
緑
の
募
金
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
球
環
境
の
保
全
に
役
立
て
て
い
た
だ
き

た
い
と
寄
付
さ
れ
た
も
の
で
、
児
童
会
を
中
心
に
登
校

時
の
ご
み
拾
い
や
校
庭
の
清
掃
を
行
っ
て
集
め
た
ア
ル

ミ
缶
を
お
金
に
換
え
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
、
全
校
集
会
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
児
童
会
環
境
委
員
か
ら

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
９
日
、
御
坂
農
村
セ
ン
タ
ー
で
﹁
ハ
ー
ト
・
ト

ゥ
・
ハ
ー
ト
﹂
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
︵
御
坂
国
際
交
流

協
会
主
催
︶
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
御
坂
国
際
交
流
協
会
が
音
楽

を
通
し
て
他
国
の
文
化
に
触
れ
な
が
ら
、
お
互
い
に
理

解
し
あ
う
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。
﹁
プ
レ
ス
リ
ー
﹂
か
ら
﹁
千
の
風
に
な
っ
て
﹂
ま

で
の
幅
広
い
曲
目
の
演
奏
は
会
場
に
つ
め
か
け
た
聴
衆

を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
３
月
24
日
、
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館
で

笛
吹
伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
修
了

舞
踏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
文
化
庁
か
ら
の
助
成
を
受
け
て
市
が

﹁
彩
の
会
︵
花
柳
彩
三
郎
先
生
︶
﹂
に
委
託
し
て
い
る
も

の
で
、
こ
の
日
は
５
歳
か
ら
11
歳
ま
で
の
子
ど
も
た
ち

が
１
年
間
の
け
い
こ
の
成
果
を
発
表
。
童
謡
に
合
わ
せ

て
の
舞
踊
に
、
会
場
に
つ
め
か
け
た
保
護
者
か
ら
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
３
月
25
日
、
千
葉
県
で
開
催
さ
れ
た
フ
リ
ー
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
Ｊ
Ｆ
Ａ
ユ
ー
ス
選
手
権
女
子
ユ
ー
ス
Ｂ
の
部
で
、

安
田
あ
と
り
さ
ん
︵
芦
川
中
１
年
︶
が
３
位
入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
男
子
リ
ー
ド
の
部
に
62
人
、
女
子
リ
ー
ド

の
部
に
38
人
が
参
加
。
そ
れ
ぞ
れ
ジ
ュ
ニ
ア
、
ユ
ー
ス

Ａ
、
ユ
ー
ス
Ｂ
に
別
れ
て
熱
戦
が
展
開
さ
れ
、
安
田
さ

ん
は
女
子
リ
ー
ド
総
合
の
部
で
も
７
位
に
入
る
健
闘
を

見
せ
ま
し
た
。

　
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
歴
が
約
２
年
の
安
田
さ
ん
は
、
こ
れ

ま
で
も
数
々
の
大
会
で
上
位
入
賞
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
３
月
28
日
、

ス
コ
レ
ー
セ
ン

タ
ー
で
小
学
生

囲
碁
・
将
棋
大

会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
春
休
み
の
ひ

と
と
き
、
大
会

に
は
チ
ビ
ッ
コ

名
人
た
ち
が
多

数
参
加
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
腕
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

︵
敬
称
略
。
学
年
は
３
月
当
時
の
も
の
で
す
。︶

◆
囲
碁
の
部

　
優
　
勝
　
諸
星
さ
ゆ
り
︵
上
小
３
年
・
神
奈
川
県
︶

　
準
優
勝
　
中
村
　
香
月
︵
石
和
東
小
３
年
︶

　
３
　
位
　
一
瀬
　
正
悟
︵
大
里
小
５
年
︶

◆
将
棋
の
部
︵
低
学
年
１
〜
３
年
︶

　
優
　
勝
　
山
内
　
敦
貴
︵
増
穂
小
１
年
︶

　
準
優
勝
　
梅
本
裕
太
郎
︵
桔
梗
小
１
年
・
青
森
県
︶

　
３
　
位
　
俵
　
　
宏
輔
︵
学
院
付
属
小
３
年
︶

◆
将
棋
の
部
︵
高
学
年
４
〜
６
年
︶

　
優
　
勝
　
斉
木
　
和
哉
︵
国
母
小
６
年
︶

　
準
優
勝
　
三
枝
　
奨
弥
︵
御
坂
西
小
６
年
︶

　
３
　
位
　
雨
宮
　
耕
基
︵
石
和
東
小
５
年
︶

　
３
月
18
日
、
八
代
総
合
会
館
で
や

つ
し
ろ
子
ど
も
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
風
船
や
手
作
り
の
ペ

ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
で
彩
ら
れ
た

会
場
で
は
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が

カ
ラ
フ
ル
な
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
や
か

ざ
ぐ
る
ま
な
ど
工
夫
を
こ
ら
し
て
作

っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
手
品
や
迷
路
の
い
ろ
い

ろ
な
仕
掛
け
、
す
い
と
ん
や
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ

り
、
親
子
一
緒
に
楽
し
い
休
日
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
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緑の募金を贈る児童会長山内さん（左から2人目）と環境委員長間瀬さん

経営政策室
広聴広報担当
TEL
055—262—4111
　　（内線
223・224）

このコーナーは市内の
いろいろな出来事を紹
介するコーナーです。
皆さんの身近な情報を
お知らせください。

素晴らしい演奏を披露したコンサート

1年間の成果を発表した修了舞踏会

大会で健闘する安田さんバルーンアート作りを楽しむ子どもたち

真剣に囲碁をするチビッコ名人



☎�055－262－5959

☎�055－263－0363

☎�055－266－2014

☎�0553－47－5220

☎�0553－26－2283

☎�055－265－4011

おはなし会タンタン
●5月10日（木）・24日(木)午前11時～11時30分
家族で始めようブックスタート
●5月17日（木）・31日（木）午前10時30分から

耳をすませばえほん隊
●5月5日（土）・12日（土）・19日（土）・26日（土）

午前の部11時～11時30分　午後の部2時～2時30分
毎週土曜日2回開催

バムケロスペシャル
●5月12日（土）午後1時30分から
お兄さんのおはなし会

（土・日曜日に要望があれば随時お話会をしています）

おはなし会ぴょんぴょん
●5月8日（火）・22日(火)�午前11時～11時30分

（この日以外にも要望があれば本の読み聞かせをします）

楽蔵スペシャル（映画会・お話・工作）
●5月5日（土）午後2時から
ローズタイム�●5月18日(金)午前10時30分～11時30分�

わかばのおはなし会
●5月20日（日）午後2時から
チャレンジ教室
●5月12日（土）午後2時から

申込締切：5月9日（水）　申込先：一宮図書館
定員：15人

ミニミニおはなし会�
●5月6日（日）・13日（日）・27日（日）午後2時から

おはなしのゆりかご
●5月2日（水）

�(あんよ)午前10時15分～10時45分（1歳6カ月児～3歳児）
�(だっこ)午前11時～11時30分（0歳児～1歳5カ月児）

こども映画会
●5月4日（金）・5日（土）・6日（日）午前10時から
ブックリサイクル
●5月4日（金）～6日（日）午前9時30分～午後5時

ぱぱとぐらんぱのおはなし会
●5月19日（土）午前10時30分から
さくらんぼのおはなし会スペシャル
●5月26日（土）午前10時30分から

おはなしのへやもも（乳幼児向け）
●5月8日(火)・22日（火）午前10時30分から
おりがみを楽しもう！
●5月12日（土）午前10時30分から

あかちゃんとママのおはなし会
●5月2日（水）・9日（水）・16日（水）・23日(水)・30日（水）
　毎週水曜日　午前11時から

おばあちゃんとこどものおはなし会　●5月12日（土）午後２時から（毎週土曜日、随時おはなし会を予定しています）

※図書館のおはなし会は、子どもたちだけでなく、敬老会・公民館まつり・老人ホーム・デイサ
ービス施設・病院等に出向き、年配者の方々にもサービスをさせていただいています。ご要
望があれば随時出前おはなし会を行っていますので、下記にお問合せください。

※個人的に朗読サービスをお受けになりたい方は、ご相談ください。

石 和 図 書 館

御 坂 図 書 館

一 宮 図 書 館

八 代 図 書 館

境 川 図 書 室

春日居ふるさと図書館

：

：

：

：

：

：

1日（火）・7日（月）・14日（月）・21日（月）・28日（月）

2日（水）・9日（水）・16日（水）・23日（水）・30日（水）・31日（木）�

3日（木）・7日（月）・14日（月）・21日（月）・28日（月）・31日（木）�

3日（木）・4日（金）・ 7日（月）・14日（月）・21日（月）・28日（月）・31日（木）

3日（木）・4日（金）・ 5日（土）・ 6日（日）・13日（日）・20日（日）・27日（日）

1日（火）・7日（月）・14日（月）・21日（月）・28日（月）・31日（木）

～環境における読書環境の整備～
１幼児には父母が本を読んで聞かせてあげる。
２子どもたちの身近にいつも本を置くことを

考え、毎日たとえ短い時間でも読むことを
ほめてあげ、本を読むことを聞いてあげる。

３大切なことは、父母みずからが読書する姿を、
子どもたちの眼にふれさせる。やがて、そ
こに本を中心とした話題が生まれ、親子の
対話に発展します。

－読書推進運動協議会より－

４月２６日（木）１０時３０分から

絵本作家　宮西達也氏講演会�

５月　５日（土）こどもの日楽蔵スペシャル

５月　４日（金）～６日（日）

ブックリサイクル（児童書・一般書・雑誌）

子ども映画会

５月１２日（土）バムケロスペシャル

５月１２日（土）おばあちゃんとこどものおはなし会

５月２６日（土）さくらんぼのおはなし会スペシャル�

石 和 図 書 館

御 坂 図 書 館

一 宮 図 書 館

八 代 図 書 館

境 川 図 書 室

春日居ふるさと図書館

日　時　平成１９年６月３日（日）

　　　　午後１時３０分から（雨天決行）

場　所　笛吹市スコレーセンター集会室及び前庭

入場料　無料

内　容　ギネスブックしゃぼん玉世界一。子どもから

　　　　大人までを魅了するファンタジック名世界。

　　　　杉山兄弟が息の合ったパフォーマンスと愉快

　　　　なトークでしゃぼん玉の魅力を披露します。

■

■

■

■

杉山兄弟のおもな著書　　過去に出版・掲載した主な大手出版社　書籍
「シャボン玉のはなし」東京図書(日本図書館協会選定図書)(全国学校図書館協議会選定図書)
「しゃぼんだまとあそぼう」福音館書店(日本図書館協会選定図書)(全国学校図書館協議会選定図書)
◎絵本　「ピットとパットのシャボン玉とばそう」金の星社
◎科学書　「シャボン玉の夢」東京図書
◎少年ジャンプ・実録シリーズ　「シャボン玉とんだ」集英社　　
◎科学絵本　サンチャイルド「シャボン玉」チャイルド本社
　「科学ランド」「子供、夏パビリオン」世界文化社「科学する心の絵本１００」平凡社
◎生活シリーズ　「おもちゃと遊び」主婦の友社
◎サイエンスマガジン　「クォーク」講談社
◎雑学読本　「ためしてガッテン！」NHK出版　「晴れたらいいねッ！」フジテレビ出版
　「なるほど！ザ・ワールド」サンケイ出版　「芸術新潮」新潮社　　他　多数

杉山兄弟プロフィール：杉山弘之氏・杉山輝行氏�
幼い頃からシャボン玉の魅力に取り付かれて以来一筋にシャボン玉を研究。昭和４０年にＴＶ番
組「アイデア買います」にはじめてシャボン玉に関する作品を発表。当時審査員であった「サト
ーハチロー氏」「柳家金語楼氏」に認められ、以来単に遊びの中のシャボン玉からイメージエフ
ェクトとの舞台の演出効果、また社会生活に役立たせる研究等、シャボン玉の持つ特殊な効果、
科学的な都市工学・細胞学を専攻する大学などとの協力をしての活動は３５年の実績を持ち、国
内はもとより海外でも広く活動、ポピュラーサイエンス（科学を面白くする１００人）に選ばれ、
「ＣＮＮ」や「パシフィックフレンド」等を通じ、世界各国の報道メディアで紹介されています。
これまでに日本武道館・東京ドーム・大阪城ホール・横浜文化体育館等の大ホールをはじめ、一
流ホテル・有名テーマパークでも世界で唯一のファンタジーショー公演を数多く成功させています。

杉山兄弟のしゃぼん玉世界記録
１９８３年�毎分�１００万発
１９８３年�直径２ｍ
１９８７年�直径２．５ｍ
１９９０年�直径４．２ｍ
１９９２年�最長１６．６ｍ
１９９６年�最長１６．６ｍ

ラクゾウ

■問合せ先
　石和図書館
　055－262－5959
　　　　　（担当�雨宮）

平日…午前10時～午後9時

月・火・木・金…午前10時～午後6時

平日（火・木）…午前9時30分～午後7時
平日（水・金）・土・日…午前9時30分～午後5時

土・日・祝日…午前9時～午後5時

土・日・祝日…午前9時～午後5時

平日・土・日…午前9時30分～午後5時

平日・土…午前9時～午後5時

平日…午前10時～午後7時
土・日・祝日…午前10時～午後5時
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▼4月の人事異動で広報担当から離れ
ることになりました。合併してから2
年半、「広報」という素晴らしい仕事
をさせていただきました。広報とは
「広く知らせ、広く聞き、信頼関係
をつくること」。出会いを大切にし、
伝えることは伝える⋯なかなか難し

いことでしたが、発行に際し取材に
ご協力をいただいた市民の皆様に心
から感謝いたします。ありがとうご
ざいました。　▼今月号から広報紙
をリニューアル。これからも「広報
ふえふき」をよろしくお願いいたし
ます。　　　　　　　　　　　（N）
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